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労働者党の結成
三、チャーチズムの成立と発展
１
、
人
民
憲
章
一八三○年には、すでに産業革命を経過したイギリスは、その
広大な植民地の領有とともに、世界而場かか獅跡的地位を確立し
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（１） 
はじめていた。世界の石炭の産出の約七○パーセント、銑鉄生産
の四三パーセントをしめ、銑鉄の五四パーセントを消費してい
一、一一、一一一、四、五、
は
し
が
き
労働者階級の進出（以上前景）
チャーチズムの成立と発展
チャーチズムにおける〃党〃
むすび（以上本号で完結）
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た。こうした一産案的発展を基礎として、ブルジョアジーは一八一一一
二年の選挙法改正をかちとった。改革議会で勝利をえたウィッグ
の
政
府
は
、
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
グ
ラ
ン
ド
・
ナ
シ
電
ナ
ル
に
攻
撃
を加えることによって、改革運動の同盟者労働者階級に排総戦し
た。さらに、ウィッグ政府が行った『二つのイギリスの大改革、都
（３）・
市行政の組織と救貧法の再組織』のうち、一八一二四年の新救貧法
は労働者に未曽有の窮乏と惨虐を強いるものであった。労働者階
（４） 
級は『血に飢えたウィッグ党』に対する憎悪の焔を燃えたたせた。
支配階級が救貧法の改革を必要とした第一の理由は、国家財政
と地方財政の危機が急速に迫って来たためであった。すなわち、
ナポレオン戦争後所得税を廃止した結果、一八三一年には租税収
入四千七百》万勝のうち、直接税はわずかに二五○万傍であり、残
りの一一一五五○万磯は間接税による。ものであった。しかも間接税総
(二）
増
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(１１０） 
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嵐＃
労働者党の結成
額の九一一一、一一一パーセントは茶、砂糖、タバコ、パター等の消費
（５） 
資料にかけられたものであった。従って大衆は過重な租税負担に
’耐えかね、国家財政は不均衡を続けた。地方では貧困と窮乏はそ
の極に達し、スピーナムランド法による救貧費は増大し、多くの
救貧区は殆ど破算しかけていた。一八二○年代の中頃には四五○
万礎に下っていた救貧税は一八三一’一一三合計年度には七百万鶴
（６） 
に
増
大
し
、
地
主
や
農
場
主
は
救
貧
税
の
増
大
に
不
満
を
う
っ
た
え
て
い
た。救貧法は財政的負担となるばかりではなかった。それは小生産
（７） 
者と機械制工業との競争をひきのばし、資本家にとっては、安い
労働力が農村から都市へ供給される妨げともなった。支配階級は
恐るべき不公平な租税負担の配分を維持しつ上、しかも破滅した
手工業者や職人へ不況によってなげだされた失業者、病弱者、老
人、子供達の最後の生活のよりどころである救貧費をも奪いとろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
新救貧法は、従来の院外救助を廃止し、救助を希望する者はす
べて救貧院に入らねばならないようにした。しかも従来、救助は
救貧区の手によって行われていたが、新法では、一人の書記と三
人の有給委員からなる中央の救貧委員会（これば「サマ１セット〈
（８） 
ウスの三人の国王」とよばれ、憎悪の的となった）を設け、救貧に
関する行政は一切この委員会の統制に服するようようにした。救
貧
院
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
い
う
よ
う
に
『
マ
ル
サ
ス
主
義
者
の
狡
滑
な
才
能
が
〔ｑ》）
考え出すことができるかぎりの刃もっとｑもいとわしい住居』として
作られる。それは厳重な監督官のもとに、夫婦親子の別なく、男
女子供はそれぞれ別棟に隔離され、訪問者との面会は許可を要す
るという非人間的な凶》のであり、強制労働と最到も下等な食物が与
えられる。まさにそれは人民がよんだように『救貧法バスチーュ』
〔、〕
（祠。。尚宮ョ因凹の屋］①の）であり『貧困を犯罪として罰する』監獄
であった。
この法案には、ウィッグ劇もトーリー叺》中産階級の急進主義者ｑも
ほとんど一致して支持を与えた。ただ労働者階級とコベット等の
急進主義者のみが確固たる反対を示した。そしてこの反対にはオ
ーストラー（”・○四ｍ〔一日）スティープンス（］・閃・の芹の已豈のロの）の
ような急進主義的トーリーと、この法案の中央集権と官僚主義に
反対し、それが地方の治安判事に打撃を与えるものであるとする
一部のトーリーの反対が加わった。又新聞『タイムス』（目冨国‐
目のの）およびコペットの『週刊ポリーズィカルレジスター』（三の①壷曽
田・］量３』宛の、巨曾）劃も法案に反対の論陣をはったが、議会では
八月、コベットの率いる小数の急進主義者の反対を排して、遂に
可決された。
しかし、議会で叺）地方で珂渦）反対運動はますます熾烈となった。
議会では、この法案の名づけ親ラッセル卿（ごａ］・宛巨のｍの』一）に
よびかけるフィールデン（］・国の亘目）の、次のような演説が行
われた。
▼ 
｡ 
(１１１） 
労働者党の結成
『私は諸君に敢えていうが、新法を私の選挙区に実施すれば反
抗に出合うであろう。そして私はもしそれが必要な場合には、
私自身運動の先頭に立つということを禅らない。メッカ壬の杖
も警官の梶棒ももはや公共の秩序を暴行者から保護しえなくな
ったほど事態は既に急迫したので、我々自ら防衛することは我
．（、〕
々の義務であり、私は私の責任部分をひきうけるであろう」と。
小数ではあるが、何者にも動じないこれらの演説は民衆の共感の
嵐をよび起した。新法に対する反撃は全国に拡大れた。南部およ
び東部の所謂スピーナムランド地方では、かえって抵抗は少かつ
（⑫）． 
た。それは一八三○年の『最後の労働者暴動』と一八三四年のド
ーチェスター労働者の流刑によって、農業労働者が抵抗の力を失
っていたこと、先進的労働者が移民あるいは都市へ移住してしま
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
各
地
に
散
発
的
な
暴
動
を
ひ
き
お
こ
し
た。北部の工場地帯では反対は激烈をきわめた。こ上では工場賃
金を救貧費で補う習慣がなかったので南部に比して救貧費は少か
つたが、たえず賃金の下落しつつあった手織工や職人、，多くの失
業者にとっては、救貧費が生活の唯一の支柱であった。一八三七
年委員会が新法の施行を北部に開始しようとしたことから、反対
運動は焔ｚ勢で燃え上った。一八三六年以来の不況はこれに油を
注いだ。各地で松明（難）をかざした十万’二十万の野外大集合が
催された。ヨークシャー（因・円寄三門の）の指導者オーストラーは
次のように語った。
” 
『私は諸君に熟慮の結果を語ろう。もし私が貧困の不幸に陥る
ならば、神が私とひき合せてくれた妻を私から引き離そうとす
るその男を、力のある限り、私のこの手で叩き殺してしまうで
あろう。もし私が貧困なるが故に、地獄のような救貧法バスチ
ーュに閉じこめられ、妻が私からひき離されるならば、私はで
き
る
こ
と
な
ら
注
と
い
う
柱
を
地
上
に
焼
き
落
し
て
し
ま
う
で
で
あ
ろ
う
。
…
…
爾今、私はこの法によって課せられたいかなる税金も払わない
（週）
し、非国教徒が教会税に反対したように抵抗するであろう』と。
牧師スティープンスのニューカッスル（ｚの笥目の邑の）における火
を吐くような演説は民衆の大鳥采によって、しばしば中断される
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
『国民はこれを我慢する筈はない。私は敢て言おう。夫婦親子
がひき裂かれ、牢獄に投ぜられ、ごみを食わされ、妻や娘が囚
人服を着せられるようになる前に、そうなるよりはむしろ、一ニ
ーカッスルはこの憎むべき政策を支持したすべての人々の血に
よるほかは消しとめることのできないような、火の海としなけ
〔ｕ〕
ればならない。』と。
北部の指導者のこのような演説の調子は、労働者階級の激昂を表
明するものであった。各地で軍隊と群衆との衝突が起り、救貧院
は破壊されたり、焼き払われたりした。一八三九年の委員会の報
告によれば、
(１１２） 
蝿蝋
Ⅱ 
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Ｊ
〆
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労働者党の｢結成
『救助に露れる金額の五分の四は現在もなお院外救助につか
われている。』と。
このことによっても人民の抵抗がいかに熾烈であったかがわかる
一であろう。北部の工業都市の多くは一年以上も経てやっと新法
を正規に適用することができた。特にフィールデン兄弟の指導の
もとに、あらゆる官憲の弾圧をけって反対したトットモーデン
（目＆日・昼凰）では三十年後にようやく救貧院を建てることがで
き
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
このような大衆的抗議運動のなかから、各地に『反救貧法協会』
（円彦の：津昌一‐勺。。『臣ゴーのｍ・口ｇ》。ご）が生れた。なかでも『ハッ
ダースフィールド協会」（国四＆の岡島の］已寄のＣｓ畳○口）はオース
トラーの強力な支持をうけた最も活動的な団体の一つであった。
それが救貧委員の選挙にあたって投票をボイコットするように
よびかけた宣言の一つは次のようにのべている。
「納税者の諸君、諸君の義務を果せ。地獄のような法律に少しで
も適した奴を決して選挙するな。この法律は貧民にとっては、
零落と徹底的な飢餓を強いる惨酷な、不法な、憲法に反したも
のであることを忘れるな。その真の目的は一層低い賃金と、貧
困を犯罪として罰することである。又子供や親達がお互いに会
うこともできず、お互いの運命を知ることもできずに、同じパ〔お〕
スチーニの中でしばしば死んで行くのだというとと忘れるな。』
と
。
このような反救貧法協会は各地で大衆運動を指導した。そしてこ
れらはやがて、急速にチャーチスト運動に結合していったのであ
る。以上のべてきたように、北部の工場地帯を中心として、新救貧
法反対の運動が野火のように拡大しようとしているとき、『ロン
ドン労働者協会』（日ロの伊○己・ロミＣ民旨、言のロ》の缶のの。。】畳目）
が設立された。一八三六年六月のことであった。嘗て労働者に輝
かしい希望と夢を与えたオーエン主義は、すでに大衆運動として
の存在をやめ、改革運動の指導者コペットは、救貧法への国民的
レヂスタンスのよびかけを最後に一八三五年世を去っていた。又
選挙法改正運動以後、多くの政治同盟は嵐のうちに解散してい
た。このようなときに、Ｌ・Ｗ。Ｍ・Ａ（ロンドン労働者協会）
が設立されたのである。その中心は主に熟練職解やタイプの人々
〔Ⅳ）
であり、『全国労働者階級同盟』『協同組合運動』『新聞税反対
〔、〕
運動」の指導的人々であった。オーエンを含む小数の中産階級の
人々が名誉会員となり、フランシス・プレースは顧問であったが、．
（即〕
運営はウィリアム・ラヴニット（二筥旨日田・『の耳）を指導者とし、
．〔皿〕
ジョン・クリープ（］○画目○』の四ぐの）ヘンリー。ヘザリントン（国のロレ
（躯）（羽）
二国巴冨凰信（９）が当り、更に弁士として、ヘンリー・ヴ可ン
セント（国の胃］ご旨◎の具）ジニイムス・ワトソン（］四日の、君呉‐
．（型〕
〔巧〕
ｍ・ロ）ジョージ。ジニリアン・ハーニー（の①Ｃ侭の］昌一目四口目の『）
等の労働者が参加した。北部の指導者、ファーガス・オコンナー
－（１１３）－ 
一．！
成（鄙困肩口のＱ８目←棚）もす１に名誉会員として名を死ねていた。
結最初この団体は都市へ農村の知識あり有用な労働者の統一、社
の会のあらゆる階級の政治的社会的平等、安価で正しい新聞、その
党他労働者の教育？賃金と生活の向上八情報の交換等を目的として
者設立された研究と宣伝の団体であった。その初期の活動のうち注
働目すべきものはヘー八三六年ベルギー労働者階級への挨拶を送
労０、数人の逮捕された労働者への同情を表明したことであるｏ又
『腐敗した下院』（目冨肉・陣のロ四・口の①。【の。日日目の）と題する
パンフレットは不公正な議会制度に対するすぐれた洞察を示して
いた。やがて各地に改革運動の息吹が起るや、議会に対する大請
願を計画し、一八三七年七月一一八日には、ロンドン・ストランド
のクラウン・アンドアンカー（ＯＳゴロ四旦皀缶口呂○尉目固くの日旨岳①
悪日己）で大会を開いた。この大会にはロンドンの労働者の上層
三千名が出席し、鐸汽たる急進主義議員も出席した。大会では議
長ハートゥニル（閃・困閏罫の］〕）ラヴニットはともに『労働者は
〔犯〕
自分自身の力に信頼せねばならぬこと』を強調していた。ヴィセ
ント、オコンナーその他の労働者も演説した。又大会は既に二月
二五日委員会により発表されていた議会への請願書を採択した。
これには、普通選挙、年次議会、無記名投票、平等選挙区、候補
者の財産資格の廃止、議員才費の支麓改革案を含んでいた．
次の週、議会に請願書を提出することと、これを法案の形式にす
るための集会が開かれ、ハートウニルの決議案を採択した。これ
には急進主義者の下院議員と協力して法案を起草すべき代表が指
名されていた。かくして六名のＬ・Ｗ・Ｍ．Ａの代表者と六名の
下院議員よりなる合同委員会が成立することとなった。
又Ｌ，。ＷｏＭ。Ａは地方支部の要請に応えて、北部の工場地帯
にオルグを派遣した。ヘザリントン、ヴィンセント、クリーヴが
この使命をひきうけ、各地で熱烈に迎えられた。ランカシャー
（Ｐ目日呂時の）ヨークシ『－（目○房の冨吋の）ダーラム（ロ員冨目）
ノーザンバーランド（ｚ・耳盲目可のＨ］目ｅに組織が結成されたｑ
運動は次第に大衆的基礎を得っ上あったのである。
更にＬ・Ｗ・ＭｏＡ・が国際連帯性の精神を以て、英国の植民地一
問題、カナダ自治運動、ポーランド問題を早くもとりあげ、パー幻１
 
マストーンの外交政策を非難していたことは注目しなければならｕ
ない。労働者階級の伝統は最初から反帝国主義的であった。一
一方、一八三六年英米をおそった恐慌の影響を最もはげしくう
けたグラスゴー（。］四のｍ・肴）バー、、、ンガム等の製造工業の中心地
は不況のどん底に陥った。グラスゴーでは綿紡績職工をはじめ、
多くの職業の大ストライキが行われ、数十名の紡績工が逮捕され
〔別〕
た。この事件とその裁判は労働者階級の強い支持をうけた。バー
ミンガムでは一八一一一七年の春『バー、、、ンガム政治同盟』（円冨，
国吋目二ｍ冨目㈲・］三日］ロ日・ロ）が復活した。その指導者は議会
改革運動の当時と同じくアットウッド（目・豈冒・Ｃｅであった。
一八三七年の、その請願書によれば、
－Ｆ7 
辮辮辮蝋
.」Ⅱ
鱗
鉾ﾉﾄﾞ；
職 瀞 ｻﾞ髄 針４
『１、金本位を復活した一八一九年のビール法案の廃止
一
２
、
一
八
一
五
年
の
穀
物
法
を
は
じ
め
、
穀
物
輸
入
を
禁
じ
た
諸
法
令
の撤廃
３、新救貧法の廃止
４、戸主選挙権
１
秘
密
投
票
三ヵ年期限の議会
議員への歳費の支払
．
〔
皿
〕
、候補者に対する財産資格の撤廃』
、を目的としたものであった。これによっても最初は中産階級が指
導権を握り、その要求を中心とし、労働者階級の要求を附加した
ものであることが明白である。この同盟にはジョン・コリンズＱ・
〔池〕
○．』】旨、）に指導される労働者階級の一派も加わっていた。そして
政治同盟はますます多くの労働者大衆の支持を獲得するようにな
った結果、やがて、その主たる精力を普通選挙の要求に注ぐよう
成になった。一八三八年四月にはグラスゴーに使者コリンズを派遣
綾した。五月二十一日のグラスゴーの大衆集会では、ロンドン、
のバーミンガム、スコットランドの工業中心地の代表が参加し、十
党五万の人々がアットウッド等の演説に耳を傾けた。又この大会に
蠕者はＬ・Ｗ。Ｍ・Ａの一一名の代表、綿紡績工の斗争の英雄ムニッシ
（認〕
働二（富》昌の三も参加した。このグラスゴーの大会は、ロンドン、
労バーミンガムへグラスゴー、スコットランド等の運動が次第に一
、
蝋
っの流れに統一しつ人あることを証明するものであった。バーミ
ンガムの『国民請願』は全国的請願運動の結集点であり、ロンド
ンの『人民憲章』は法案の形になった民主的参政権の計画を示す
ものであった。この二つの文書は極めて急速に国民の希望をとら
え
て
い
っ
た
。
『人民憲章』は、形式を整えて、出版されたのはグラスゴー大
もい、、、〔鍵〕
会の少し前五月八日であった。しかしながら、その実際の起源は
先にもしるしたように一八三七年一一月のＬ・Ｗ・ＭｏＡの大会で
あった。このとき採択された請願は国王の死と議会の解散によっ
て中止のやむなきに至った。そしてＬ・Ｗ。Ｍ・△はこの年の末
の総選挙には、ウィッグにもトーリーにも投票せず、六カ条を支
持する候補者に投票するよう強く訴えていた。こえて一八三八年
さきに採択された請願書を基礎として、ラヴェットが草案を作
り、プレースとローバックが手を加え、合同委員会がこれを決定
して、発表されたのである。
燗
その一ハヵ条は次のようなものであった。
１、二十一才の健全で前科のない男子すべての投票権
２、秘密投票（目房国＆］・芹）．
３、議員の財産制限の撤廃（ｚ・淳・己のＲごＣ息二言三目）「
４、議員の有給喝自白の貝。、言の曰すのＨの）
５、平等選挙区（因邑ロ］ＣＣｐ豊冒のロロ①の）（弱〕
６、毎年の議会（少目目］弔胃｝旨日の目の）
〃
(115） 
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この六カ条は、既に労働組合では早くから問題にされており、ラ
ヴニット自身も加えることを主張していた、男女平等に基づく婦
人の参政権を含まず、又何等社会経済綱領を含んでいなかった。
それは、『その形式からいって純粋に政治的なものであり、下院
、
（
妬
〕
に民主的基礎を与えることを要求した』極めて単純化されたもの
である。しかしながら、この六カ条の要求の単純さは、決してチ
ャーチスト運動そのものの単純さを示すのではない。むしろ人民
憲章の旗印のもとには、種汽様々な潮流があった。すでにのべた
よ
う
に
、
先
づ
運
動
の
大
衆
的
基
礎
を
な
し
た
も
の
は
、
北
部
の
工
場
地
帯
の救貧法反対運動であった。こ上では新しく形成された工場労働
者
Ｉ
繊
維
労
働
者
ｌ
お
よ
び
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
鉱
山
労
働
者
を
主
力
と
し、機械によって職をおわれ、不況によって職を失った手工業者
や失業者の群が、これに従った。中でも初期には、『徐々に苦し
（訂）
みながら死んで行く階層』手織工は、悲壮な闘いを行った。プァ
ー
マ
ン
ス
・
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
（
円
富
田
・
日
冨
目
㎡
の
目
己
冒
口
）
は
次
の
ようにその窮状を訴えていた。
『約八十万の手織工のうち、数万の者は週五シリング六ペンス
をうることができないし、それらのうちから彼等は家賃として
（犯〕
二シリング払わねばならないのだｐ』と。
彼等は、スティーヴンス、オーストラー等の激烈な行動のよびか
けに多くの期待をかけ、大衆的煽動家オコンナーの演説にその希
望を見出した。この北部の工場労働者が大衆的基礎をなしたのに
蟻熟
ｊ:＝ツ
対し、初期の段階でその指導的役割を果したのは、ロンドンの知
的労働者の一・群であった。これはラヴニット、ヘザリントンを中
心とする熟練職工と、小数の親方手工業者、小店主、宿屋の主人
等の下層中産階級的要素が加わったものであった。彼等は北部の
激しい階級斗争に反対すると共に、オーエンの平和的な社会改革
にも反対していた。このＬ６Ｗ。Ｍ・Ａから、ラヴニット等の不
徹底なゆき方に反対した左派のグループが分裂した。その中心は
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ハ
ー
ニ
ー
で
あ
り
、
ブ
ロ
ン
テ
ー
ル
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
も
こ
れ
に
加
わ
っ
た
。
彼
は
後
に
オ
コ
ン
ナ
ー
の
ノ
ー
ザ
ン
・
ス
タ
ー
百
房
Ｚ呉冨日の目Ｈ）の主要な執筆者となった。
又チャーチスト運動の隊列の中には、初期の運動にＬ・Ｗ・Ｍ
。Ａとともに大きな役割を果したバーミンガム政治同盟に代表さ
れるような中産階級の分子やローバック型の急進派議員もいた。
彼等は憲章そのものよりはむしろ、貨幣改革、穀物法廃止に関心
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
彼
等
は
是
等
の
要
求
を
か
ち
と
る
た
め
に
は、労働者階級の行動力を必要とすることを知っていた。それ故
に憲章も認め、時には十時間法案にも協力を惜しまなかったので
ある。更に資本と工場主の専横に憤る一群の保守主義者もいた。ステ
ィーブンスのように積極的な役割を演じた人々もおり、又控え目
な労働者への同情を表明した人々もいた○こうした様々な階層の
人々が参加し、多種多様な潮流が渦巻く中に、六点（の冨句＆具の）
(１１６） 
型IBM露jrU晨役＜､１１艇lWQ鍵噴匝ｖ頚追心ニゥＮＱ１Ｐ掲叩･坪呉型〈
申
八
浬
ｅ
二
心
剤
心
旦
’
（馬）
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労働者党の結成
（婚）目冨Ｚｏ局昏の日の芹胃・嵩胃＆己。】田の．
（Ⅳ）前号六一一一頁参照
色
）
前
号
「
社
会
主
義
と
大
労
働
組
合
」
の
項
参
照
．
（旧）．］・Ｐ・四目已国・因ＰＢＢｏｐｅ・目匿の毎ｍの。〔斤営の○ず胃忌の扇・
ロ・図の『・
の。□・因・◎。］の四口ロ少・国一ｍ。Ｐ国風感の唇ご「日置ロ、○】四の叩・
言。『の曰の罠の）弓・遷切０＄ｍ・
アン女王以来新聞税は六ペンスを下ったことはなかった。．
、ペットやラジカレズはこの廃止運動を盛にした。新聞税は一
八一九年の『ビールの反動六法』で強化され、選挙法改正後
も維持された。一八一一一○’一八一一一六の間、五○○人が無印紙
の新聞を売って逮鋪された。こうした運動の結果一八一一一六年
一ペンスとなり、一八五五年廃止された。
（卯）ご富］］厨日田◎ぐの＃（傍⑭つＣＪＩＨｍヨヨ）
木工の熟練ニオーニンの協同組合店の最初の創立者、コペ
ット、〈ン卜蟻のラジカレズとも結んでいた。
（、）］◎ず曰○行口『の口『＠ｍ１１骨⑭トヨ）
。ペットの後継者であるとともに、協組運動にも従った。主
としてラジカレズの新聞事業に当った。
（犯）西の口尉『因①昏日ご輿○口（旨①ロー岳吟①）
エ手学校第一期生、ロンドンの知識労働者の一員、一八一一一○年
旧のロニ田呂の【【日昏の句のｇ］のを発行した。これは後に勺○自
言目・の⑦巨胃＆目となった。新聞紙税反対の最釘Ｄ積極的な斗
’士で、そのため六ケ月の刑に服した。
（昭）■の口円『ご旨◎の冒口巴四ｌ得の『①）
植字工、ロンドンで最も人気のある雄弁家であった。後に活
動をウェールズに移し、］八一一一九年五月、一八四○年一一一月と
鰯
一一度投獄され、合計一一○ヶ月を獄中で過した。一八四一一年以
降は急進主義の政治家となった。
（堅）］四日ののど『鼻の。ロロペの①１１骨の『←）
ヨークシャーの労働者の家に生れた。。ペット、カーヲイ胆
の感化をうけ一八二一一年煽動的な文書を頒布したため一一一ケ月
の判決をうけた。
二六年オーニン主義者となり、ロンドンの組合の最初の支配
人の一人となった。一八一一三年オーニンの反議会主義の方針
に反対した。一八一一二一一年再び禁銅六ケ月の刑をうけた。
（露）の①ｏＨｍの］ロ】旨ロ四四口届『（岳停ペー時ののべ）
十一才より十四才まで王室海軍兵学校で教育をうけた。一八
一一一一一一年プアーマンスガーディアンをよみはじめ、〈ザリント
ンともに新聞紙税反対運動に加わり数回逮捕された。一八一一一
六
年
に
は
禁
銅
六
ヶ
月
、
彼
は
オ
プ
ラ
イ
ニ
ン
を
『
自
己
の
指
導
者
、
哲学者、友人』として尊敬し、マラーは彼の理想であり、ペ
ンポＩのパンフレットを熟読していた。
（妬）ｏＳｏｐｐＣｐ句の囚『ぬ臣の因身ヨ凹尉』（吟『のＦ１！■の、、）
アイルランドの民族運動を行っていた政治家用。、円。．●・ロー
ロ日（雪ｓｌ邑置）の息子であり、又同じ独立運動者鈩鼻宮Ｈ
ＣＳ。ｇ・『（弓＆Ｉ岳留）の甥で、早くから、〆一一ヂレ・オ
コンネレを熱心に支持していた。
（”）ご「・田。『の芹》伊一符四ロニのヰロ囚、］の。｛ご「・ＰＣ『の陣やご・①四・
句旨のの》【のの。ご国『》臼＠ｍ・豊ロの四①）の①】のＲの□ご〕の。◎。］の四口』
缶・国］の○口○℃。◎影．ごロロ・豊①ｌ農のａ
（昭）言・国の①『》シ国一の８吋『。【国円葺晋の。。旨］厨目目ご◎一・国・
己ロ・国①１１画『・
弱）自目のの目》言閏ｓ》】〉屋『．（閂三・》ご・雪・）
(118） 
》．ｍ・鐸
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２、コンヴェンション（○○口ぐのヨごロ）
グラスゴーの二十万の大会につづいて、ニューカッスルでは八
これは力ｉトライトの綱領の六ケ条からとったものであった
（前景五八頁参照）．
（釦）三【風室戸○月】の》句ＢＢＣ○すずの＃８夢の◎ず胃蔑の扇》ごロ。ごト
ーご『・参照
● 
このグラスゴーの綿紡績エのストライキとその裁判は、エ揚
地帯にチャーチズを成立させる上で大きな意義を、もった。
（皿）里吋昌信冨曰弓の芹茂呂》岳②『の要約
のの］のＲの旦旨》の．○。Ｐの四ロニシ・国］の。Ｐ○℃。、岸・やごロ・囚乞ｌ“望。
（記）］◎ゲロの。崖冒の（畠ｓｌ岳、◎）
機械工、鋼ペン工場で十才の時より一日十－十六時間働いた。
ラヴェヅトと親交があった。
（調）喚言四．８ｓ『・因ロ、］芦豐肉四ａｎ巴】の曰扇旨ｌ冨呂・己．］ｍの．
（堅）田。『の耳》○℃。○鳶・やご・・◎四．
ここで、ラヴェヅト自身、人民憲章の起源がこの大会にある
ことか』のぺている。
（顕）句８日、出色ロ曰亘］』・》の①】の①→の国富の。●。］の口ロー崖・国一ｍ。Ｐ
○℃・口【。ごロロ・韻国ｌ②詔・
（弱）二【ロ『Ｈ両□ぬの］の。回国臥国ごロロ・国の四
（訂）困囚ヨョ○国ｇｏロ・○】庁・》己・島の．
（犯）旧○日言目》の①昌臣目》ｚ・『の】弓曾Ｅ・・屋謡・
（羽）国四目日。□９．○℃・ロ芹・やご・困呂・
（釦）富国員同長の］の。ｐ国国冨員ご・図＆．
（虹）丙・ヨ「・泪○の侭昌の》円げの西昌一曰の局㎡国尉（○円『ロ・臣『。．．
Ｐ 
万、リーズ一一十五万、マンチェスター三十万の大集会が相ついで
（１） 
開かれた。各地でバーミンガムの五カ条の請願、人民憲章がとも
に可決され、アットウッドの提議した全国民の代表者の大会（コ
ンゲェンショ乙数百万の署名のある議会への請願、否決された
場合はゼネストの闘争方針は松明（難）行列の熱狂のうちにうけい
れられた。そしてこれらの大会の様子や演説の内容は、『ノーザ
ン・スター』（ｚ月忌の日の【閏）『ノーザン・リペレイター』（ｚｏＨ‐
夢の目巨すの国ごＨ）『チャムピオン」（の冨冒目○回）『ヘザリント
ンズディスパッチ』（因の岳のＲご巴目㎡豆の冨芹＆）等の週刊紙によ
って広く国民の間に伝えられた。一八三八年の秋には、コンヴニ
ンションヘの代表の選出がよびかけられ、請願とコンヴニンシ園
ンの準備が行動の目標となった。
運動の発展とともに、内部の対立が目立ってきた。それは主と
して、北部の工場地帯の指導者オコンナー、スティプンスに対す
るラヴニットを中心とするＬ・Ｗ。Ｍ・Ａ、アッドウッド等のバ
ーミンガム派の反対であった。スティープンスはマンチェスター
の大集会で次のようにのべた。
『諸君は政府の権力を、諸君の抑圧者達が自由に使いうる兵
士、銃剣、大砲を恐れるにはあたらない。諸君はこれらの一切
のものよりはるかに強力な手段を、銃剣も大砲＄ものの数でな
い武器をもっている。そしてこの武器は十才の子供にでもつか
いこなせるのだ。諸君は二、三本のマッチとチャンに浸した一
－（１１９） 
労、ｈ者党の:結成
束の蕊をもちさえすればよいそしてこの武器が大胆につか
われるとき、政府とその何十万の兵隊どもが、この一つの武器
（２） 
に
対
し
て
な
に
を
や
れ
る
か
み
い
も
の
で
あ
る
』
こうした武力的反抗をも辞さないという激越な調子は、多くの反
対をうんだ。彼に対するオコンナーの強い支持にもかかわらず、
バーミンガム政治同盟は、スティープンスを運動より除外するこ
とを要求し、次のような決議を行った。
『本同盟は普通選挙及国民請願書その他の目的をうるために、
（３） 
実力を奨励することを一切断乎として排撃する。』と。
ラヴニットもまた実力行動に反対した。
『すべて実力行動の煽動は運動に有害である。必要なものは銃
で
は
な
く
て
労
働
者
の
教
育
訓
練
で
あ
る
。
ス
テ
〃
ｌ
ブ
ン
ス
、
オ
コ
ン
（４） 
ナーは前後を転倒して運動を妨害するものである。』と。
スコットランドの代表者会議も『実力に訴えること、武器の購入
（５） 
を奨めることを断乎として排撃する』との決議を行った。これに
対して、オコンナーの意見はこうであった。
『道徳的勇気について語り、実力を非難する一団の人々がでて
きた。……私は道徳力について鯵哲学的急進主義者鰺と同じよ
うな見方をしていない。……彼等は新聞に強力な論文を書くこ
とを道徳力だと考えており……その旗印には〃平和、法、秩序傘
と書いた。私はこの標語には高らかに賛成である◎もし平和が
法をもたらすならば、私は秩序の味方である。しかし平和が法
〔
Ｒ
ｕ
〕
‐
を⑪もたらさないならば私は無秩序の味方である……』と。
そしてオコンナーはロンドンの職工に対して次のように語ってい
た。『彼等は。もはや労働者ではない。我汽は剃刀のあたらぬ顔と荒（”６〕
れた手の持主で、コールーアンの服を着た真の労働者に訴える。』
・ン」◎
以上のような対立の原因はヘタ実力診と“道徳力”・との対立の問
題だけではなかつ分。壯割の示現堵徹署にとっては、
『普通選挙の問題はナイフとフォークの問題であり、結局バン
〔。◎）
とチー‐ズの問題』であり、六カ条はそのための手段であった。
これに対してアットウッド等の急進主義者にとっては、六カ条は
そのほとんどすべてであり、そのほかは、ぜいぜい二、三の憲法
の改正を・もたらす。ものであった。Ｌ・Ｗ。Ｍ・△のラヴニット等
は多かれ少かれ彼等の影響下にあったのである。と‐聖から分離し
て『ロンドン民主主義協会」（弓豈①Ｐ・己・ロロの日。（い『昌○雷の。‐
凰畳目）を結成した〈－ニー等の機関紙『ロンドン・デモクラー
ト』（目富田○三・口□の曰・日呉）は次のようにのべた。
『卑劣で、偽善的で裏切的なブルジョアジーは運動を分裂さす
ためにのみそれに参加するブルジョアジーが曽て着手したすぺ
てのことは国民の損害となり、虚偽と欺朧であることがわかっ
た。それ故に社会を改新せんとする創造的階級は、自分自身に
（ｎワ）
た蟹｛曰分自身にのみ信頼すべきである。』と。
(１２０）_ 
鱸､ 
労働者党の結成
こうした対立が更に激化し、次第に運動の主導権が北部の労働者
に移っていったのは、一八三九年二月のロンドンにおけるマンヴ
ニンション以後であった。
○○口『のロニ○口あるいはの富再寓の。曰くの口蔑○口・目冨の①ロの国一
○・口『の三・口。【岳二目屋の三・口の○百ｍｍのの》又は国昌・目］Ｃ８’
息三・口という言葉がロンドン大会の種々の呼称となっている。
しばしば呼称は内容と一致しないものであり、又チャーチスト運
動のように、様々な流派が存在した場合、各流派によって、その
会議の性格と目的とに対する見解が異るのは当然である。しかし
ながらこの呼称に共通なコンヴニンションには単なる会議と異っ
た特別の意味があるようである。一六六○年および一六八八年に
国王の召集なしに集合した英国の議会はコンヴニンショソと呼ば
れ、フランス革命の際の国民議会はナショナルコンヴニンシ圏ン
とよばれた。又一七九二年にはフランス革命の影響の＄とに、エ
〔、．〕
ジンパラで急進主義者のコンヴニンシ圏ンが開かれた。
さて、チャーチストはコンヴニンションに一体何を期待したで
あろうか。エンゲルスは次のように指摘している。
『労働者がすくなくとも法律の改正についての提案をもって、
ブルジョアジーの法律のかわりにプロレタリアートの法律を制
定しようと望むことは、このうえもなく自然なことである。こ
のようなプロレタリアートの提案になる法律こそ人民憲章であ
る．…・・・チャーチズムにあっては、全労働者階級がプル澱ヨア
ジーに対抗してたちあがり、なによりもまずブルジョアジーの
政治権力、ブルジョアジーが自分の主ありにたてめぐらした法
（ｕ〕
律の壁に攻撃を加えるのである。』と。
人民憲章を法案の形にして提出するという考え方は、まさにエン
ゲルスの指摘する通り、『ブルジョアジーの政治権力』への一定
の攻撃を指向するものであった。では、議会にこの法案を承認さ
せるためにはどうするか。そのためには先づ大会を開くべきだ。
、
．
、
彼等はこう考えていた。従って彼等がコンヴニンシ電ソを明白に
議会に対立する立法機関、あるいは人民の権力機関にしようとす
る意図をもっていたとは考えられない。しかしながら、オプラィ
エンの『人民議禽〕の計画にみられるように、漠然とではあるが
人々の心の背後には、
『より広い選挙権の上に立ち、より真実に民衆的な委任をうけ
〔狙〕
た人民の議会からのウ〒ストミンスター議会への挑戦』
の意図をもっていたことは確かである。又この考えは、オーェン
のグランド・ナシ萱ナル、或いは『勤労階級の議会』と同一のも
のを含んでいる。チャーチズムにあっては、よりすすんで、全労
働者階級の政治的統一のもとにブルジョアジーの政治権力への直
接的攻撃の指向をもって来ているのである。コンヴニンションは
漠然とではあるがこの労働者階級の意図を表明するものであっ
た。；しかしながら一方、コンヴニンションのこの性格の不明確さ
と、コンヴェンション以後の戦術に関する意見不一致が『大会』
－（１２１）－ 
｜① 
労働者党の結成
を混乱に終らせた一つの要素ともなっているのである。“
先づ『大会』の構成は、各地の大衆集会で選出された五三名の
代表者よりなり、それは労働者、ジャーナリスト、裁判官、僧侶
〔ｕ〕
医師、商人等の極めて多様なものであった。このような幅の広い
統一を守り、全チャーチストの運動を指導することは困難なこと
であった。主してや、この『大会』を実力行動の司会部にするこ
とは到底不可能であった。又『大会』には農業労働者の代表は一
人も参加していなかった。従って運動を真に全国民的な規模で行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
、『大会」は最初から波乱と対立緊張の連続であった。その対立
の中心問題は、もし議会が請願書を否決した場合にとるべき少将
来の手段。についてであった。一三才の青年ハーニー等八名はは
じめから武装行動を主張した。ハーニーは次のようにいってい
た。
〔巧〕
『憲章をうるには、真実に唯一の途叛乱あるのみである。』と。
三月以来、ハーニー、ライダー、マースデン等の代表者はロンド
ンで会合を開き、武装反抗の準備を訴えていた。三月十一日、ロ
ンドンストランド、クラウンアンドアンカーの民衆大会に臨み、
フロスト、オコンナ１、ハーニー等は鋭い語調で来るべき戦闘に
用意することを訴えた。又ハーーーーの主宰するロンドンデモクラ
ート紙にはポーランドの叛乱から亡命したペニオウスキー（言・
国の己・言の葱）のポーランド革命の戦術、あるいは大会の無価値、
〆
武装行動の準備についての論説が掲げられた。
このような情勢の中で合法的平和的手段を主張する右派のハド
レー（国且］の『）サルト（の四房）ダグラスｅ・信］四の）等は『大
・会』を脱退した。かくして、『大会」は武装する権利に関しての
討論を行ったが丁最後に
『この国の人民の武装する権利が法律上の最高の権威によって
（お）
確立されていることは疑いの余地がない。』という動議を採択し
た。
これは武器を所有する法的権利に関して、弁護士の意見を求め、
判例をひきだすための委員会を指名すべきだという動議に対する
修正動議として出されたものである。その採択は次のようであっ
た。修正案賛成十九、動議賛成四、待期尚早の問題とする者六で
あった。このような抽象的武装論が運動の前進に何の役に立つで
あ
ろ
う
か
。
ペ
ア
ー
は
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
『此の討論の実際の原因は、請願書が議会にうけつけられる機
会がないとの信念に到達したことであった。是は議員と交渉す
るために任命された委員によって大会に提出された報告の要点
であった。武装する権利に関してなされた声明は議会に対する
（Ⅳ〕
一示威運動であり、抗議であった。』と。
すでに左派のハーニー等によって武装の準備がなされ、内務省に
は労働者が武器を購入し、違法な訓練を行っているという報知が
多くの地方から入っている状態であった。所が革命的空気の乏し
一（１２２）－
Ｌ
Ｐ
 ■Ｐ一
瀞
綴
騨
〔血〕
いロンドンでは、請願書の署名はやっと五十万であり、議会が提った。ランヵシキー、ウェールズでは多数のチャーチストは武器
案をうけいれないであろうことはほとんど明らかであった。『大を準備し、軍事教練を行った。四月二九日にはウェールズではう
会』はどうすればよいか。実力行動の潅謹腕を訴えるか？それに一一Ｆローズ（巨四己ｓｏのの）に叛乱が起り、十七人のチャーチスト
は右派、中央派（急進派、道徳力派）が多数を以て反対するであが逮捕された。ニューポート（ｚのゴロ・民）では有名な指導者ヴィ
ろう。それでは他にいかなる手段があるのか。『大会』はその無ンセンルが逮捕された。、
能力と権威の失墜に悩んだのである．このような時に、惑萎の権コンヴニシ富ソの開会磐日から、『大会』に露骨な敵意を
利に関する抽象的宣一一一口を発したのである。
示し、警告を発していた政府は、弾圧を開始したのである。特に
四月の第四週『大会」は次のような宣言を発し、更に大衆の支危険な地域南ウェールズとイングランド北部には特別な軍隊を送
持を拡大しようとした。
り、サー・チャールス・ネピアー将軍（⑫胃○冨円］①のｚ囚凰①円）に北部
『『大会』は、民衆の確信と精力以外のいかなる希望ｊｂＱｂたなの指揮権茜与えた。五月三日、内務大臣ジョンラッセル卿（田。ａ
い・いかなる将来の手段を採用すべきか指示するために、聖霊］◎言罰扁の①］］）は地方長官、治安判事に、武器を押収し、讓錘表集
降諏察の週にできるだけ多くの週で大衆集会を開くべきであ会を不法とする権限を与え、『生命自由及財産を擁護する義勇団』
る。大会の代表者は許す限りの多くの集会に出席するである（の。。】畳のの。【『・盲目→の①勗埼・『普の宮・庁の＆・ロ。二言・害円［］》
．
（
、
〕
かつ』し」。
囚三宮・房】含）を組織するよう市民に訴えた。更に政府は警察力
これと同時にコペット（］・勺．．◎◎弓の耳）マシュー（勺．二四’を強化すべく、新に冬都市に、地方警察を設けた。・
今
成岳のョ・）ウニード（シ・印・君昌の）等が脱退した。彼等は一切の実これに対して、チャーチストは各地で一層武器を収集し、喬錘菱
結力行動に反対していたからである。これらの代表の空席は直ちに参」強化した。このような情勢の中でオコンナー、オプライエン等
のバーミンガム派によって補充されたが、『大会』におけるプルジの実力派は大会を運動の中心に近いバーミンガムに移すことを提
党冨アジーの急進派の影響力は次第に弱くなり、労働者が一層勢力案した・ラヴニット等の道徳力派はこれに反対し、請願の運命が
者をしめることになった。しかし今度は労働者階級内の実力派と道決するまでロンドンにいることを主張した。五月十日実力派の
”，臘司Ⅷ⑩鵬加》“Ｉ川船舵Ⅷ帆硅いし》て、一層昂奮は高まってい『パー、、ヘンガムヘの移転は、実力派の明白な勝利であったの
意見が勝利をしめ、バーミンガムヘの移転を決定した。
￣（１２３）－ 
』労働.者党の結成
（皿）
で、その時以来この党派が全運動の指導者となった。』
ロンドン大会の間に国民募金（夛言目』肉の貝）は一週八六ポン
ドに上り、請願書はすでに百二十八万石の署名を集めていた。各
地で大衆は行動に移りつつあったのである。バーミンガムへの移
転を現轌塵した実力派の勝利はこうした情勢の反映であった。
五月十三日『大会』は五万の労働者の熱狂的歓迎をうけ、バー
ミンガムに移った。翌日、将来の手段に関する委員会の報告を宣
言の形式で発表した。即ち、
『我々がうけとった多数の通信によれば、諸君は、人民憲章を
国法とする最も有効な手段についての国の意志、意向を集める
ことを期待しているものと信ずる。それ故、できるだけ短期間
に人民の意志と決意とをはっきりと確め、疑いもなくこの正当
な目標を血を流さず、汚さずして獲得するように配慮し、我汽
〔翅〕
は次の堤拳禾を慎重に考慮して貰いたいと思う。』
とのべ、七月一日を期限として八カ条の質問を提出した。その要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
Ｐ
『Ⅲ大会の要求に基づいて各自すべての銀行預金をひき出す用意
あ
り
や
側同要求に基づき全紙幣を金にかえる用意ありや
③大会が総罷業を決定するならば、家族的に労働を中止し、禁
酒する用意ありや
凹昔からの憲法の権利に従って、祖先が残した法律と、憲法上
の特権を武器をとって守る用意ありや
⑤次の総選挙でチャーチストの候補者をおす用意ありや
⑥
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
と
の
み
取
引
す
る
決
意
あ
り
や
、全力をあげて人民憲章の大目的に向い、反対の煽動に屈しな
い決意ありや
〔配）
⑧大会の多数の正しい立憲的要求のすべてに従う用意ありや』
この質問書には、銀行の取付のようなフランスプレース的方法も
含まれているが、総罷業や武装闘争等の革命的方法も含まれてい
た
。
こ
の
こ
と
は
情
勢
が
一
段
と
緊
迫
し
て
来
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
当
時、各地方で武器の収集が続けられ、全国休日（ｚ塁・皀昌四・房‐
ｓ
］
）
に
関
す
る
ベ
ン
ポ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
、
市
街
戦
に
関
す
る
フ
ラ
ンシス・マセローニ（同日ｐＱｍ言胃のｎｏ巳）の本は非常左売行を
しめしていた。そして北部のチャーチストは叛乱はもうこれ以上
延期できない状態においこまれていた。こうした際に大会は質問
書
を
提
起
し
、
地
方
集
会
に
は
、
棒
、
矛
、
ピ
ス
ト
ル
等
の
武
器
を
携
帯
し
ないようにとの注意を発し、五月十六日休会した。
各地方の運動の中心地では、数十万に達する集会が開かれ、当
局のあらゆる挑発や暴行にも拘らず、大会本部の指示通り、秩序
正しく行われた。大衆はどこでも大会の提案に賛意を表明した。
この各地の新鮮な革命的息吹をもちこんで、七月一日『大会』は
再開された。
バーミンガムの昂奮はまさに白熱化した。ブルリング（国巨］］
一（１２４）一
■ 
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労働者党の結成
宛冒函「闘牛場」）では当局の禁止をけって幾度も大集会が開かれ
た。七月十日、『大会』は下院での請願書審議を見守るために、
ロンドンに移転する予定であった。所がその前日へ治安判事がロ
ンドンからよびよせた到着早々の鰹宮隊は、ブルリング裏の停車
場の前に集合し、折から新聞の朗読を聞いている群集におそいか
・かつた。最初労働者は逃げ出したが、やがて引返して猛烈に警官
隊を攻撃した。警官隊は四散し、二名は労働者に捕えられた。そ
の場にいたティラーは二人の瞥官の生命を救ってやった。｜
大
会
の
ロ
ン
ド
ン
移
転
Ｉ
そ
れ
は
事
実
上
闘
争
の
放
棄
で
あ
っ
た
ｌ
を
前
に
し
て
一
斎
攻
撃
に
乗
り
出
し
た
当
局
は
翌
日
早
朝
、
テ
ィ
ラ
ー
を
含
む数名のチャーチストを逮捕した。更にその翌日にはティラーの
逮捕に
抗
議
し
た
ポ
ス
タ
ー
に
署
名
し
た
魔
で
ラ
ヴ
ニ
ッ
ト
お
よ
び
コリン
ズが逮捕され、〈１－－－もまたノーザンバーランドで逮捕され
た。その間バーミンガムの街路は軍隊と警官の手に収められ、す
べての店はその扉を閉じた。しかし、労働者もまた反撃した。到
る処に憤怒の火が放たれ、富豪は逃亡した。七月十五日そ⑥焔は
頂天に達した。この事件の報道は急速に拡まり、一三－カッスル、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
、
サ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
そ
の
他
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ドの多くの都市で大示威運動が行われ、各地で軍隊や警官と血な
まぐさい衝突が繰り返された。一方政府は大々的にチャーチスト
指導者の逮捕にのり出し、オコンナーもオプライエンも逮捕され
た。
情
勢
は
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
ノ
ー
ザ
ン
ス
タ
ー
は
大
会
の
代議員の十三名をロンドンに残し、他は叛乱を組織するために、
地方に赴くことを主張した。
『大会が叛乱を宣言したなら革命的気分のプロレタリアートは
（型〕
確かにその呼び声に従ったであろう』
ロートシュタインはこう評価している。所が大会は『武装襲撃を
武
力
を
以
て
防
衛
す
る
す
ぺ
て
の
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
権
利
の
宣
言
』
を
す
る
のが精一杯であった。すでに全国各地で政府側は勝利しつつあっ
た。労働者の革命的気分はそがれ、絶望的散発的抵抗が各地に続
いた。これよりさき、既に一二八万の署名をえた請願書は六二ポンド
の重量となり、長さ二哩に達した。これは軍旗で被われた大きな
車
に
載
せ
ら
れ
、
下
院
に
運
ば
れ
た
。
七
月
十
二
日
、
ア
ッ
ト
ウ
ッ
ド
、
フィールデン、ヒューム等の強力な支持にもかかわらずこの請願・
書は二三五対四六で否決された。『大会』は長い討論の後、八月
十二日を期して総罷業を行うことを十三対六を以て決定した。そ
れは七月十六日のことであった。しかし、相次ぐ政府の攻撃の前
に
、
総
罷
業
は
到
底
実
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
情
勢
を
察
し
た
オプライエンは、八月十二日の総罷業をやめ、その日を知的示威
運動の日とすることを提案し、『大会』の自滅を救った。かくて
八月二十六日、『大会」はロンドンで再開されたが、すでにその
役割は終っていた。九月十四日『大会』は遂にその幕をとじた。
￣（１２５）－ 
成さで大会の解散は悲劇の終幕ではなかた。『その続きは、フ
，
〔
弱
）
卜
結ロストのサゥスウェールズの悲惨な蜂起であった。』ニューポート
のの蜂起についてはコール咄
〔躯〕
党『事実と誤とを区別することは非常に難かしい』といってお
者り、ロートシニタィンなどけ〔包
一△働『我々は今日まで歴史家達がなお本気にウェールズの叛乱を問
労，題にしているのをみて呆れるほかはない。』
とのべ、この事件はウィッグ党が政治的に利用し、ヨークシャー
やバーミンガムにも組織される予定であった叛乱の一部であると
いう虚構を作りあげ、チャーチスト運動全体に対する打撃にしよ
うとしたのである。と評価している。しかし、この事件を
『一ニーポートの牢獄に投ぜられていたヴィンセントを釈放し
〔お〕
ようとするフロストと彼の一一三の同志の甚だ愚かな計画』
とのみ考えることはできない。事実はこうである。」八三九年十
一月四日、数千人の坑夫が夜マンモスシャー（畳○回目。ｐ忌呂言）
のいくつかの丘に集り、町を襲撃するつもりでニニーポートに行
・進した。目的は、先づ一二ｌボー恥を占領し、次でヴィンセント
の捕われているマンモス（言自己・巨昏）に進軍する予定であっ
た。所が計画はうまくいかなかった。共に襲撃すぺき予定であっ
た。三隊のうち、一隊だけが問に合うように到着したが、ホテル
に駐屯していた兵士の射撃によって一掃された。数名の坑夫が死
傷し、主力は山中に逃げ帰り、他竺一隊とともに四散してしまつ
た。すでに記したように、フロストは指導的なチャーチストであり
『大会』では早くから実力の主張者であった。従って全国的叛乱
計画があったかどうかは別としても、彼が常に決定的瞬間〉－１そ
れは恐らく『大倉の全国的叛乱の合図であったであろうｌの
ために着々労働者を煽動し、組織していたであろうことは考えら
れるのである。所が大会はなす所なぐ時を過し、遂に解爵ｒてし
まった。労働者の憤激をおさえにおさえたフロストがやむなく決
行したのがこの蜂起ではなかったであろうか。参愚かな計画夢と
いうには余りにも悲壮である。
一二ｌポートの蜂起は、新なより広汎なチャーチスト弾圧の合
図となった。一八三九年四月より一八四○年六月に亘り、イング
ランドで三八○人、ウェールズで六一一○人のチャーチストが逮捕
され、放免、三ヵ月乃至終身禁銅の刑をうけた。逮捕者四四二人
のうち実に四一一五人は労働者階級に属していた。織物職工、金属
二鉱夫がその主要部分を形成し、残りの十七人は知識階級およ
び商人であった。この大きな打撃によって、『チャーチズムはま
さにうちのめされたかにみえた。」
（１）㈲。「の茸》○℃。Ｃ洋。ご己・図三・
（２）言囚風向長の】の。□団畳日Ｐ目・ｍＥｌ画①、
（３）国の①円》。ごｏ岸・》己・心、．
（４）閂ず量・》ロ・吟い
（５）閂亘ロ・ロロト四・
(１２６） 
■ 
４｛ 
『叩．・印・田馳鱒 ~ 
■ 
労働者党の緒.成
（６）○℃の尉異弓の）ロの◎の臣】ずの儲、②》得⑭囚の
ライセスタ１におけるオコンナ１の演説より
（
７
）
上
田
前
掲
書
一
五
九
頁
（８）ｚ自二の日陣胃包の．①宮の白すのＨ巴ご畠四ｍ・カーザレ（１ア
（偶の勗四］］嵩。。Ｈ）でのスティＩアンズの演説
。□の吋昌『の》》【貰呂弓・岳邑・オプヲイニンの論説
（β）伊○口ｇｐＤの曰○．風芹】缶官邑屈・岳＄
閑○斤彦の庁冒や○℃。◎岸・】の。、牌
（ｍ）前景五八頁参照
（ｕ）シ【四円※因ごｍの］の。□因目芹＆Ｐご・四つ②。
（⑫）ｚｏＨ言の日の芹胃国富昌呂・畠四Ｐの①］の。【＆旨・言○月】の．
。ご・ｏ岸・や己・樟、、。
（週）の・の。］①や‐少、彦○算四尉芹自昌。、岳の国円三の豈己『。ｎ戸目、
Ｃ一ｍｍの言・『の目のヨヨ忠ｌごトコ・ぐ。一・・壹己・屋四
（ｕ）］．このの〔や湧出】ｍ８ｑａ岳のｏロ胃蔑、庁・言○ぐの日の貝やごロ・
旨障１局画参照
ここには全代議員の出身地、名前が記されている。但ラヴレ
スは不参加であった。
（巧）Ｐｏｐ○○口己の目○日口与豈国四昌吟・Ｈｍ②Ｐ
（坊）Ｏ匡画尽日》し官一』崖・届砦・
四月九日の大会決議
（Ⅳ）国の①ぷ○℃。◎岸・》己・＠①。
（旧）言：８耳一ｓ三・》ご・岳の．
一一月四日開会当日の署名数は五十万四八六であった
（四）団の①門》◎つ○岸。ご己□・の①１１ｍ『
（別）大会の翌日、開院式における女王の勅語には吹の言葉が
あ
っ
た
。
う
ち
の
め
さ
れ
た
の
は
、
チ
ャ
ー
チ
ズ
ム
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
『チャーチズムそのものはずっしりと深く根を下し、更に枝を
（１） 
。広げている。それは夕べに起って、朝に亡ぶものではない。』
ま
こ
と
に
、
こ
の
カ
ー
ラ
イ
ル
の
言
葉
の
よ
う
に
、
一
八
四
○
年
の
半
ば
に
は、早くも獄内外相呼応して、チャーチズムの再建が始められ
た。それはチャーチズムの運動が出発の頭初、地方的組織から始
『我国民に対して法律に反抗することをすすめ、危険で不法
な行動をそそのかすために我国の或地方でなされてきた執鋤
，左努力を苦（しい気持で注意している』と。
目旨】の⑩ご同の己爲巨四吋】①。。⑭②Ｐ
（、）肉。（匡禺の旨）○℃。。岸・》の。①①。
（配）団の①『》○℃。◎岸・・ｐｍｍ・
（別）の。●。］の》、ロニシ・句】一切○口》○℃．◎岸．ごロロ・四囲’四窪・
コ
ン
ヴ
ェ
ン
ジ
ョ
ン
一
八
三
九
年
五
月
十
四
日
決
議
（型）閃。｛辱の〔の旨や。□。。岸・ロの。『四・
（頭）因四日目○口ｇ○℃・日〔・・壱・ｍ『Ｐ
（妬）○・○○一，○℃。、岸・ロ・Ｈｍつ・
（”）閃。芹昏の肩旨ご◎己。Ｏ岸・口の。『『・
（肥）弓邑．ご『の．荷、’－１１ポートの蜂起（月面のｚ９壱・風泥
衷の一口胆）については二・昌○員】の》。□・◎】【・》ｇ・温のｌ忌○参町
照。
〃
’一
３、全国憲章協会
（目匡のｚ囚蔑○口囚］○宮画風のＨ少の⑰。、団匪○口
。【の局目因ユ冒旨）
ロ
⑳ 
労働者党の結成
ったように、地方組織の再建が最初の仕事であった。全国各地に
次々に地方組織が復活した。これらはすべて全国的な共通な目的
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
一
八
四
○
年
七
月
二
十
日
、
そ
の
代
表
者
が
マ
ン
チ
（２） 
ニ
ス
タ
ー
に
集
合
し
た
。
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
お
よ
び
北
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
代
表
者二十三名よりなっていた。会議はまず獄中にある同志の家族に
関
す
る
決
議
を
行
っ
た
後
、
様
々
な
組
織
計
画
の
論
議
に
入
っ
た
。
当
時
、
コンヴニンションの失敗の経験から、組織はすべてのチャーチス
トの最も重大な関心をひいた問題であった。たしかに、コンヴニ
ン
シ
ョ
ン
は
労
働
者
階
級
を
中
心
と
し
て
、
多
く
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
チャーターの旗の下に結集せしめ、一二八万に達する署名を集め
たことは、支配階級を恐怖せしめるに充分であった。しかしなが
ら、何等行動の中核を＄たず、強固な下部組織をもたなかったた
めに、最も重大な瞬間には、外からの苛烈な攻撃と内部の意見の
対立とで、支離滅裂となってしまったのである。この経験から、
組織問題はすぺての思考あるチャーチストの心をとらえていた。
さて、会議は数日間の討議の後、すべての地方組織を単一の全
国組織に結合することを決定した。かくして全国爾章協会弓冨
ｚ島○口四一Ｃ冨算の『ＰのｍｏＱ昌目・崗毎の呉国円言ご）が設立され
た。それは人民憲章の獲得を目的とし、この目的達成のためには
平和的、合法的な手段のみが用いられる。そして、特に重要な点
は、かなり整った組織と規約であった。協会の目的と原則を承認
する者は個人的に入会を許され、会員証を交付された。会員証は
、四半期毎に更新され、そのつど、二．ヘンスを納入した。会員はで
きる場合には十人の組（。旨のの）に分けられ、各組より一名の指導
者が執行委員会によって、指名された。執行委員会は七人で、書
記、財政係各一名を含んでおり、毎年全会員の民主的選出で決定
された。執行委員会は、各地方組織の会員によって推せんされた
副書記および副財政係をもった評議員会を任命した。地方組織は
州（８目弓・円『二后）区（ゴ四ａ）町（Ｓヨロ）あるいは村
（三百ｍの）があり、各々書記と財政係をもった評議員会がおかれ
た。更に規約には、執行委員の給料、財政の取扱い、各役員の権
（３） 
限
、
会
員
の
権
利
義
勢
等
詳
細
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ノ
ー
ザ
ン
ス
タ
ー
、
ス
コティッシュパトリオート（のｇ三豊霊三。（）は事実上機関紙
の役割をするものであった。
当時、通信条例によって、全国的な政党の存在は禁止されてい
る状態のもとで、以上のような厳重な規律をもった組織をうみだ
し
た
こ
と
は
、
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
運
動
に
と
っ
て
、
巨
大
な
前
進
を
意
味
し
た。それは、労働組合や諸経営の内部における組織の問題を充分
に解決せず、地域的な組織にのみ重点をおいているという欠陥は
、
、
、
、
、
、
、
、
℃
、
、
あったが、事実上、全国的な最初の労働者党であった。
一方、ラヴニットとコリンズの計画は堅固な政治運動の組織を
作ることではなくて、運動を着実な教育に基づいて行おうとする
ものであった。一八四一年、獄中のラヴニットはコリンズの援助
をうけてクチャーチズム秒を書き、出獄すると『全国人民政治社
(１２８） 
蕊労働者党の結成
会改良協会』（月毎のｚ農○息］し⑩の。Ｑ塁。ご｛・吋卑・目○斤冒函弓の
（４） 
勺。］量８一四＆の。◎旨一言己『・ぐの日の具。【言の勺の。ご］の）を設立し
た。その目的は、
『仙人民の政治的社会的改善を希望するすべての信仰、階級、意
見の人々を一つの統一団体に結集すること。
②人民憲章に賛成の啓発された輿論を作りこれを広めること・；
…
。
（
以
下
略
）
であり、遊説者の任命、巡回図書館の設置、農工学校師範学校の
設立等の具体的手段を定めていたＰしかし、この計画は彼の友人
仲
間
か
ら
若
干
の
支
持
を
う
け
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
．
又或人はチャーチズムを教会の中にもちこみ、説教を通じてチ
ャーチズムを拡めようとした。その他禁酒運動や文学を通じてチ
ャーチズムを宣伝しようとする運動があった。獄中にある時から
Ｎ・Ｃ・▲の最も影響力ある指導者であったオコンナーは『教会
チャーチズム、禁酒チャーチズム、知識チャーチズム』という論
文を書き、こうしたチャーチズムの活動方針に反対した。以上の
ように、チャーチスト運動はＮ・ｃ。Ａ以外は互いに関係のない
小グループに分裂し、Ｎ・Ｃ。Ａは次第に運動の支配的地位を獲
得していった。
さて、チャーチスト運動のその後の発展をのべる前に、当時の
社会運動全般について若干ふれなければならない。上田貞治郎氏
はその箸『産業革命史論」の中で『温情と自主』と題し、次のよ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「チャーチストが声を大にして、天下に訴えた所の労働者の苦痛
に対して、有産階級も亦無頓着では居られなかった。保守主義
なる地主貴族の側にありては、此等労働者の苦痛を救済すべき
政
策
を
譜
ず
る
の
が
自
分
等
の
天
職
で
あ
る
と
し
て
奮
起
す
る
も
の
あ
り、又自由主義なる実業家側では国家の力を以て、産業に干渉
するを否とするけれども、現に存在する所の干渉政策の廃止に
依って、此の苦痛の大原因を除くべしと主張するものが現れて
来
た
。
是
が
一
方
に
お
い
て
は
、
工
場
法
の
運
動
と
な
り
、
他
の
一
方
に
は穀物法撤廃の運動となって、チ労１チスト運動と同時に進行
（５） 
し
つ
上
あ
っ
た
の
で
あ
る
』
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
三
つ
の
運
動
を
並
列
的
に
同
じ
比
重
を
以
て
考
え
る
ことは誤りである。一八四○年代にあって、現状改革運動の主た
る潮流は、労働者階級の独自的要求を掲げたチャーチスト運動と
中産階級の自由貿易のための穀物法撤廃の運動であった。そして
労働者階級はすでに十時間労働法と工場改革を自己のスローガン
（６） 
として掲げていた。た賀との運動は”資本の専横に憤るグトーリ
ー党員の中に若干の同情者をもっていたのである。一八一一一三年の
工場法以来、アシュレー卿（旨＆少の匡の］）はその中心的人物で
あった。
一方穀物法撤廃は早くから産業資本家の強い要求であった。バ
ーミンガム政治的同盟の請願にも、それは中心的要求となってい
(１２９） 
｜■ 
＝ 
労働者党の結成た。急進的中産階級がチャーチズムに同情を有するのも主として
穀物法撤廃のために労働者階級の協力を確保したいためであっ
た。中産階級は自己の政権進出を保証した一八三二年の議会改革
運動に、労働者階級がいかに大きな役割を果したかを知っていた
のである。既に一八三○年一月のバーミンガムの集会で『一八一
五年のビール法の撤廃』が中産階級によって説かれていたのであ
るが、一八三六年には急進派議員ローバック等を中心として、ロン
ドンに、『反穀物法協会』（缶具】‐ＤＣ目‐宮ョ房の。＆畳・ロ）が設立
ざれ機関紙『太陽』（目冨の目）をもつに宣伝を開始した。しかし
ロンドンの反穀物法協会は何等なす所なく終った。これに代った
のが一八三八年十月マンチェスターに設立された反穀物法協会で
あった。之が一年後に『反穀物法連盟』（缶ロ苧０．日，旨ヨドの農巨の）
としてよく知られるようになった。
一八三九年チャーチストのコンヴェンションが開かれる頃に
は、チャーチストと自由貿易論者との討論は白熱化していた。オ，
コンナーは次のように論じた。
『反穀物法協会は主として労働を最も低廉な市場で買い、労働
の生産物を最も高価な市場で売ることを利益とする親方製造業
者からなっている。機械は常に、傭主が労働を安く買うことを
助ける。……協会は機会の持主よりなっており、機械は代表議
員をもたない人々の大敵である。トーリー党に議会改革案を強
制したのは親方製造業者の新興勢力である。そして最近十年間
彼等は改革案が自分らのために有利になるような細則を作り続
けた。救貧法、自治体改革法案、地方警察法案、ウィッグの治
（７） 
安判事任命、そして今や穀物法の廃止を要求している。』
又オプライエンは次のようにいっている。
『中産階級と労働者階級との利害の相異は橋渡しすることはで
きない。自由貿易は中産階級の政策で、従って労働者には何の
利益をももたらさない。賃金の水準は生活必要品の価格によ
る。それは相共に上下する。穀物法の廃止は食料品の価格を低
（
８
）
・
下させ、従って賃金を低下させるであろう』と。
オコンナーは機械の所有者に対する憎悪をこめて、自由貿易論の
ブルジョア的本性をあばき、オプライエンは、労働者階級と中
産階級の利害は本質的に異るものであることを強調し、共に自由
貿易論者の労働者階級に対する甘い畷きを拒否した。この考え方
は多くの労働者の支持をうけた。一八三九年のコンヴニンション
でも『現在の穀物法廃止論は労働者を最高の目的からそらすことを
企図し、事実之をなす傾向があるものと信ぜられる。従って本
大会は現在の重大な危機に際して人々の集中した注意が他を排
（９） 
して専ら国民請願にのみ集中せらるべきであると信ずる。』
旨決議したのである。その後コンヴェンションの失敗にもかかわ
らず、チャーチズムが早くも復活の兆をみせた時反穀物法運動は
その莫大な運動資金とリチャード・コブデン（盈・冨昼Ｄ・冨目）
、
（１３０） 
● 
鱒 辮辮 ザ
■ 
労働者党の結成
ジ富ン・ブライト（］◎冨国１，再）のようなすぐれ『た組織者の活
動によって、ますます精力的に労働者によびかけていた。そし
て、この両派の運動は、たえず激しい争いを伴ったのである。こ
の間の事情について、フランシス・プレースは次のように語って
いる。『ロンドンで穀物法反対の演説会が開かれる毎に、百人乃至二
百人の労働者は必ずその会場荒しを試み、そしてその顛末はノ
ーザン・スター紙上に「光輝ある勝利」として報道されたの
（、〕
であった』と。
この対立は一八四一年の選挙の時に一層激しさを加えた。Ｎ・Ｃ。
Ａは『憲章、救貧法の廃止十時間労働および工場制度の改革、地
〔、〕
方瞥察の廃止、および都市警察の市民管理、出版の自由』等の独
自的要求を掲げて闘った。しかしながら、その攻撃はトーリーよ
りはむしろウイッグ医采中された。ノーザン・スターには『凶悪
な血に飢えたウィッグ」といった言葉さへ見出された。国彫も亦
永年に亘るウィッグの政治に大きな不満をもっていた。こうし“た
空気の中で六月ロパート・ビール（肉呂の風旧の①］）の保守党内閣
が出現した。
一方、ノーザン・スターを中心とする極端なウィッグ攻撃に対
して、ロンドンの指導者、ヘザリントン等は憲章に賛成する急進
派やウィッグを支持すべきであるとし、オコンナー派に反対して
いた。
オブライエンは、この両者に反対し、この選挙を憲章を実現す
るための手段として利用し、選挙権をもたない多くの人々の挙手
の指名によって選挙された実際の大衆の代表者によって『チャー
（辺〕
チスト議会』（○冨墨の芹㎡田胃］旨曰の貝）を形成すべきであると考
えていた。しかし、幾度かの仲産階級の裏切に憎悪を抱いていた
民衆は、ウィッグへの憤激の余り、むしろ親トーリー的なオコン
ナーを支持した。オブライエソは、この結果へオコンナーとも衝
突
を
来
し
て
し
ま
っ
た
。
、
一八四一年秋には、ふたたび重大な不況がおそった。特に北部
の工業地帯ではその影響が大きく、四一年から四二年にかけて、
ますます深刻化していった。中産階級の大部分も何等かの改革手
段が必要であると考えるに至った。一八四一年八月『中産階級と
応
．
（
皿
〕
下層階級の和解』と題する論説が『ノンコンフオーミスト』（目豈の
２．口８日。Ｈ曰璽）紙上に発表され、クエーカー教徒で銀行家穀物
商人であるジョセフスタージ（】・の冒侭の）によって、パンフレ
ットとして出版された。、この論文は『中産階級は参政権に対する
労働者階級の要求を支持すべきであり、その代り労働者階級ば憲
章と暴力の話をすてるべきだ。』ということを暗示していた。スタ．
－ジは、バーミンガム、マンチェスター等の反穀物法連盟の支持
をうけ、’一八四二年四月、バーミンガムで大会を開いた・これには
オコンナーに反対していたチャーチスト、ラヴニット、コリンズ
ォブラィェン、ｊヴィンセント等も出席した。大会では人民憲章の
(１３１） 
－
－
 
労働者党の結_成
六カ条は一つ一つ採択されたが、ラヴニット等が人民憲章の名称
まで確認されることを主張したに対して、スタージはどうして
もこれを承認しなかった。しかし会議は『全国完全選挙権同盟』
（円豈のｚ畳目巳○・日。］の〔の印巨穿僧の己昌・ロ）の創立を決定し、
六ヵ条を含む請願を議会に提出した。その結果は一三六対六七で
否決されてしまった。
一
方
、
Ｎ
・
Ｃ
。
Ａ
は
四
一
年
夏
に
は
オ
コ
ン
ナ
ー
、
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
等ｊ
 
の釈放を迎え、活動は一段と強化された。一八四二年には会員は
四万を数え、その地方組織は四百を越えた。四二年四月完全選挙
権同盟が謂願を提出した頃、Ｎ・Ｃ・Ａｌ亦大規模な国民的請願
を準備していた。その内容を略述すれば
『貴方方の名誉ある議会は何等全国民によって選ばれたもので
は
な
い
。
大
ブ
リ
テ
ィ
ン
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
口
は
約
二
千
六
百
万
あ
るにかかわらず、僅かに九十万人ばかりが投票を許されている
にすぎない。そして数万の人々が塗炭の苦しみに喘いでいる。
請願者は
１、国債の膨脹と国税地方税の重圧に反対する。
２、救貧法を引き続き施行しようとする議会の決定に反対す
る。
３、アルバート公殿下が毎日一六四ポンドをうけているのに、
請願者のうち数千人は一一片四分の一二或いは一一一片で生活せね
ばならないような不公正に注意を払われんことを望む◎
４、言論、集会、結社の自由が不当におかされ、罪なき人々が
逮捕され、又憲法に反した軍隊警察の維持に多くの公共の費
用が使われていることに抗議する。
５、労働者の労働時間が不当にのばされ、農業労働者は飢餓賃
金に悩んでいることに注意を促し、又この国のいかなる種類
の独占も存在することを残念に思う。又、生活必需品即ち主
として労働者に必要な物資に課税することを攻撃するととも
に独占を廃止しても、すべての独占と圧迫とを終鳩させる権
力を人民がもたないかぎり、決して労働を悲惨から解放しな
いことを我々は知っている。又、請願者は選挙権、紙幣、機
械、土地、公共新聞、旅行および輸送手段、宗教的礼拝、いう
ことのできないほど多くの他の有害な独占に注意をむける。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
す
べ
て
階
級
的
立
法
か
ら
来
て
い
る
の
で
あ
る
…
…
６、不当な教会税に反対する。
７、六カ条を要求する。
８、アイルランドとの同盟の立法の廃棄（アイルランドの独立）
（ｕ〕
を要求する。』
との請願について、ガメージは次のようにのべた。
『しかし、この第二の請願は〃憲章“にと蟹主らなかった。数
多
く
の
悲
惨
に
つ
い
て
の
く
る
と
と
も
に
グ
レ
イ
ト
グ
リ
テ
ィ
ン
と
ア
〔巧）
イルランドとの同盟の立法を廃棄することを願っていた』と。
こ
の
よ
う
に
、
第
一
便
労
働
者
階
級
の
立
場
か
ら
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
独
立
(１３２） 
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の要求を支持したことに注目せねばならない。第二に、民主的自
由の要求を掲げるとともに、分配の不正、不当な経済的独占、特
に生産手段の独占を攻撃していることが特徴的である。この請願
書が議会に提出された時、マコーレー（目・国・富四日昌昌）は特
にこの点に言及し、次のように反対した。
『請願書は何に反対しているか。それは国債、土地、機械および
運輸機関の独占に反対する。彼等はこれをやめねばならない弊
害の根源であるとしている。……それは土地、財産、機械、運
輸機関即ち財産の独占が一般に廃止されねばならないという意
見の表明である。それは計画的な財産の一掃的没収にあらずし
（咽〕
て何であるか』と。
彼は私有財産はすべて文明の基礎であると考えていた。従って、
この独占の廃止に強く反対したのである。
しかもこの請願書の署名は四月十二日より五月十二日迄、すな
わちチャーチストの二五人の代表者が請願書の提出を準備してい
た時、実に三一一一一万五七五二の多数に達したのである。これは
Ｎ・Ｃ。Ａがいかに広汎な大衆の支持に立脚していたかを物語る
ものであった。オコンナーは次のようにチャーチスト運動の発展
を強調した。
『我々には四百万以上の賛成がある。我々は四百万以上である
事実を見逃すことはできない。私が獄中にいた丁度一年前に、
二百万と称したことは何と誇りであったであろう。だが今や諾
（恥〉
君に四百八十万と称することは二重の誇りではないか』と。
だ
が
、
オ
コ
ン
ナ
ー
が
そ
の
成
功
を
誇
示
し
て
い
る
問
に
も
、
経
済
的
不
況
は刻々と激しさを加え、穀物法廃止にその活路を見出そうとする
中産階級は、チキーチストとは異った方向に大衆を動員し、危機
を解決すべく全力をあげていたのである。
一八四二年五月、請願書はトーマス・ダンカム（目．②己巨日‐
８日富）によって下院に提出されたが、結局二八七対四九で否決
された。しかし八月までは各地の抗議集会を除いては何事も起ら
な
か
っ
た
。
所
が
八
月
突
如
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
に
始
っ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
運
動
は
野火のように拡大し、急速に北部および中部の全工業地帯に拡が
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
原
因
に
つ
い
て
は
こ
れ
が
む
し
ろ
中
産階級の側から起されたものであることは、ほとんど疑の余地が
〔畑〕
ないようである。
先づオコンナーは最初『この運動は不況に際して仕事をやめ、
この不況を政治的に利用しようとする反穀物法連盟の陰謀であ
（四）
る』。と公一言しており、Ｎ・Ｃ・Ａｌ積極的にストライキ運動を
組織してはいなかったのである。
第二に当時は保守党のビール内閣であり、中産階級は合法性さ
えも半ば放棄して穀物法の廃止を強要しようと考えていた。
第三に、エンゲルスが指摘しているようにストライキの開始さ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
も
れたのは、七月の始めから、やや景気の上昇しつつあった時、ス
タリブリッジ（の三の昌亘昼碩の）の三つの会社が賃下げを行ったこ
■ 
－（１３３）－ 
｡ 
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に端を発していたのである。
第四に、最初のうちは罷窒へ労働者は、ほとんど抵抗をうけるこ
となく、マンチェスターなどは、デモ行列をうけいれたほどであ
った。ともあれ、このストライキ運動の経過をやや詳しくのべてみよ
ワ
う。スタリブリッジの一一一つの会社が賃下げを発表した際、一一つの
会
社
は
や
が
て
賃
下
を
撤
回
し
た
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ベ
イ
リ
ー
「
商
会
（二一一盲目因＆］の〕守口８岳のＨの）はかたくゆづらなかった。労働
者は工場を放棄し、町をねり歩き、工場から工場へと罷業をよび
かけた。又一部ではボイラーの栓を外し、罷業をやむなくさせた。
これが後に栓陰謀（円苣の四口、四・斤）とよばれる所以である。八
月八日には罷菜労働者はアシニトン（缶の耳・ロ）とハイド（国己の）
ヘ
行
進
し
全
部
の
工
場
と
炭
坑
を
休
止
さ
せ
大
会
を
開
い
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
大
会
で
議
題
に
さ
れ
た
の
は
「
正
当
な
一
日
の
労
働
に
一
日
の
賃
金」（口【＆『ニミマのヨ四ｍのの（○吋四璽吋皀昌けゴ○鼻）ということで
あ
っ
た
。
八
月
九
日
に
は
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
行
進
し
、
当
局
と
の
交
渉
に
よって入市を許可されたのである。かくて罷窒在マンチェスター
を
中
心
と
し
て
益
々
拡
大
し
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
よ
び
ロ
ン
ド
ン
も
危
険
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
こ
の
状
況
を
ベ
ア
ー
は
次
の
よ
うに描いている。
『八月第二週、ベンポーの夢は真実になってくるように思われ
た。“汽罐は冷くなり、炉は火が消され、動力織機は鳴りを静
め、鉱山には人影が見えず、工場のベルは静かに鳴り、どの水
（、）
車咄止った』と。
しかし、激しい不況のもとでは、工場主達は賃下げの撤回に応ず
る可能性はなかった。チャーターの問題が賃金の問題を背後にお
し
や
っ
て
し
ま
っ
た
。
．『闘争の熱の中では、政治的革命的思想が純然たる産業上の見
〔型〕
解に掃腱越してしまった』
この状況をみてとったマンチェスターの労働組合代表者は、八月
十一日および十二日会合をもち『人民憲章が国法となるまでは決
し
て
要
求
を
撤
回
し
な
い
こ
と
を
誓
う
』
と
決
議
し
た
。
又
八
月
十
五
日
に
大伐衣者会議を開くことを提案し、赤字で印刷したビラをはりめ
ぐらした。その中で次のようにのべている。
『人民憲章の法律制定によって、我等の同胞労働者階級を、独
占と階級立法との奴隷たることより、完全に解放しうるまでは
我友は忍耐強く怒力を続けることを荘厳に誓う。大ブリテンの
労働組合は選挙法改正案を通過させた。大プリテンの労働組合
．
〔
皿
）
は》禰章を通過させるであろう」と。
八月十五日ランカシャー、ヨークシャーから続々と、代表者が集っ
た。会議は、堂外に集った数千の蛍剛者の期待のうちに開かれた。
、議論は、総罷業を賃金の問題に限定すべきか、それとも憲章獲得
のための政治的闘争に発展させるべきかをめぐってはげしく闘わ
された。結局八五人の代議員のうち後者は賛成五八、前者に賛と
’ 
(134） 
■ 
軒
Ｂ
■
 労働者党の結成
（羽）
成七保留十九となり、ゼネストを憲章実現のための国民的闘争に
する方針が決定された。そして次の決議を行った。
『代表者は、公の会合に集り、人民憲章を実現させるためのあ
らゆる合法的手段をとることを、我々が代表している種々の組
合の人々に推奨する。そして尚憲章が国の法律になるまで、労
働をやめるという決議を実行することに中産階級と労働者階級
との協力を準つるようつとめ、代表者を全国に派遣することを促
（型）
す。』と。
このように労働組合の代表者は、すでに憲章を実現しようとする
労働彌罹階級の熱烈な西垂水をうけ、闘いの決意を固めつつあったの
である。
翌八月十七日、チャーチストは秘密のうちに代表者会議を開い・
た。クーパー等は、労働組合代表者の決議を支持して、断乎闘い
に起ち上ることをよびかけた。ノーザン・スターの主筆ウィリア
ム・ヒル（二二言目因】］』）は組合の代表者会議の決議した方法に
反対して、次のように語った。
『クーパーのような賢明な知識ある人が闘争を夢みるとは不思
議なことである。闘争だって！人々は闘うために何物ｇｐもっ
てはいない。若し闘いを試みれば、砲兵によって一掃されてし
まうであろう。罷業は反穀物法連盟によって始められた。も
し、我々が罷業を拡大し、若しくは延引させることを助けるな
らば、我々は唯彼等の道具となるにすぎないであろう。それは
（お）
災厄と苦悩を拡めるほか、何にもならない』と。
オコンナー、ハーニーもまた実力闘争の方針には反対していたＣ
当時の階級諸関係において、興隆しっ入ある中産階級の圧倒的支
持を得ていた反穀物法連盟はチャーチストの懸命の努力にもかか
わらず常に現状を改革しようとする大衆運動の主導権とイニシア
チ
ブ
を
と
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
に
と
っ
て、運動の主導権を反穀物法連盟に握られることは、とりもなお
さず篭すでに社会経済的綱領を加えた人民憲章の要求の徹底的実．
現をすて、完全選挙権とか穀物法撤廃といった中産階級の運動の
発展に従うことを意味した。それは労働者階級の独自的運動たる
チャーチズムの崩壊を意味したのである。
さて、事態はどう進んでいたであろうか。自由貿易論者の主導
権によって大皐窪耒運動は始められていた。この中で労働者階級
は、ひたすらチャーターの獲得をめざしていた。だが、チキータ
ーの実現、それは革命を意味するであろう。恐らく全国的蜂起か
叛乱による以外、実施はできなかったであろう。ＮｏＣｏＡを中
心とするチャーチストに果して、この準備と組織があったであろ
うか。ヒルはオコンナーはそれを熟知していた筈である。すでに
労働者の大軍はルピゴンを渡っている。その指揮者は何を命令す
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
？
ヒ
ル
は
退
却
を
よ
び
か
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る。だがこれは不可能である。労働者の革命的エネルギーを純ら
し、不信全ぎかうのみである。代表者会議の多数は『労働組合の代
(１３５） 
労働者党の結成表者の決議を確認する』道を選び、次のような決議が涌過した。
『チャーチスト団体は現在の罷業を始めたのではないが、英国
各方面からの代表者の会議は選挙民即ち現在罷業中の労働者に
深い同情を表明する。我々は人民鬮章が法律に制定せられるま
で、今日の闘争を拡め、又継続することに強く賛成である。そ
して進んでその効果を発揮するために訴えを出すことを決定
し、我々は民衆の努力に対して、適当な指導を与えることを各
〔妬〕
地方に対し誓うものである。』と。
チャーチストの弁士は到る処労働者の中に赴き、総罷業を組織し
た。そして各地で憲章が法律にならぬうちは仕事を始めないとい
う決議がなされた。
しかし、チキーチスト指導者が予期した通り中産階級が憲章の、
実現に協力することはありえなかった。「反穀物法連盟の赤熱の
弁士は青白い警察官に変じた。代議員達は、ロンドンを離れ、ビ
ールとグラハム（の国富目）（トーリーの内務大臣）の仕える女王
（”〕
の平和を守るために北部に向った直政府は一斎に罷業地帯に軍隊
存配置し、弾圧を強化した。八月の第四週、罷業は明白に衰微し
始めた。飢えと弾圧に耐えかね、労働者は次第に工場に帰り始め
た。政府は一網打尽の逮捕を開始し、一五○○人に上るチャーチ
ストと罷業労働者が逮捕された。
一八四○年七月以来、営々として築きあげて来た労働者階級の
はじめての政党Ｎ・Ｃ。Ａは僅か二年、未だ労働組合への働きか
けも、戦闘のための組織も整わないうちに、むざんな不意討をう
けたのである。だが、その兵士達は常に労働者の先頭に起って闘
い、無類の秩序と勇敢さを示したのであった。しかもゼネストを
事実上政治的蜂起にかえたことは労働者階級の戦闘的武器を鍛え
あげたものとして、特筆されなければならない。彼等に報いられ
たものは何であったか。逮捕と投獄と失望であった。勝利者は誰
であったか。一八三二年にそうであったように、又しても中産階
級であった。なぜならば労働者を低い賃金に適応させるために
は
、
一
層
安
い
生
活
資
料
を
も
た
ら
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は自由貿易が必要であることをウィッグもトーリーも次第に理解
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
労働者の敗北は一八四二年秋にはすでに動かし難いものとなっ
た。十二月には中産階級のもとに労働者を組織しようとする前述
の完全選挙権同盟の大会が再開された。大会では人民憲章の輝か
しい名称を守ろうとした労働者に反対し、スタージ派は総退場し・
た。オコンナーは礼を低くして、ラヴニットとの統一をよびかけ
た。だがこの時以後、ラヴェット派も運動から脱落した。今や一
八四二年の総罷業の結果は明白なものとなって来た。
『この時以来、チャーチズムは、純粋な、いっさいのプルジョ
〔躯）
アジ１の要素から解放された労働者の事業』
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（１）曰・の胃］］一の．Ｃ国威８］因脇昌の〕弓○一・国》□・旨○・
(１３６） 
繩騨 蕊 鱗
労働者党の結成
《の豈閂毎ｍ目》より
（２）の四日目、、の》◎己・ａ〔・》句・・の四・
（３）Ｎ・ＣＰＡの目的、規約についてはｚｏＨ岳の日の目Ｈ》
シロ、Ｅの庁好畠さ参照。の》ＤＣ」の目□缶・国］のｇ》○℃・○一［・】
ロロ・山ペト１１四ｍ◎・
（△４）閂す』已・・ロロ・函のＣＩＩ四ｍ得
（５）上田前掲轡六四’六五頁
（６）冨日Ｈ》□口の【呂冨］・印・おＰ
『エ場労働者達は殊に一八一一一八年以来、すでにチャーターを、、
彼等の政治的な選挙スロ・Ｉガンたらしめたのと同様に、十時
も
、
、
・
間法案を彼等の経済的な選挙スロ１ガンたらしめていた。』
（７）。。◎○口ロ。『》目宮の目国昌。【句の四円、臣の。ごＣ○口ロ○円ご傍⑭娼騨
旨耳◎含ｏ感。厚くｌ『罠・因の①『国９．○房．ごロ・砦．
（８）○℃の国働く、Ｚ。『の曰ワ日切・］のいの・国の①Ｈや○℃．◎岸・や己．ｓ・
（９）●宮口耳のＨご句のず巨円四円目・Ｐ傍、四℃・
（、）の。ご「＆旨の》自蔵の旧蒔の。【司円四口。】切弔旨。①】ロ・山『①．
（、）ｚ皀昏曾口の画『》］巨口の旨・昌皀・
（⑫）言・言○同一の》ｇ・昌・・ロ・忌脾一国目閉・門口ｏ冨円房斤
勺四旦菌目の貝・参照
（巧）の。ｎ．］の四目。シ・国』の○口。ご・○溝．ごロロ。四国’四ｍ国】目豈の
ＣｏＨ皀己］の庁のの巨頭『四ｍの二【。「のＨｐのロ【》門口（円。』ロＣご○ロ・
（ｕ）四口ロの閏』》の甸日］国目のロ国Ｈ】□のっ日のの》岳磨画く。］．①口》ごロ・
再四『①Ｊ１凶四ｍ得
（巧）の口日日四ｍ、。□・◎岸．ご勺・画。、。
（超）国の①Ｈ〕○℃・ロ芹・マロロ・］い、Ｊ１】四①．
（Ⅳ）ｚ○寓言日の芹宵・冨昌巴・邑烏・
（旧）エンゲレス、剣もウエッブ団もロートシュタインも、このス
一八四二年の諸事件は、すでに労働者階級が巨大な婆をもって
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
的
舞
台
に
登
場
し
つ
上
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
当
時
、
イ
ギリスには、ウィッグ、トーリーの二大政党と、種々な中間的な色
合の党派が存在していた。その一つは『ウィッグ主義とトーリー
主義の中間』であり、ビールとラッセルによって代表される。他
の
一
つ
は
『
ウ
イ
ッ
グ
主
義
と
チ
ャ
ー
チ
ズ
ム
と
の
中
間
』
で
あ
り
、
雑
誌
エクザミナー（因恩三口円）によって代表され、反》萩物法連盟が
一
。
７
，トライキか反穀物法連盟の側からひき起されたとしている。
ウ
ェ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
ｍ・囚口旦団・一二「のず戸目ロの四一ｍ［○円］。［月日□の己昌○員の目］つど・
骨『Ｊ・
（⑲）の・・○○一のロロ已湧・国｝の。Ｐｏｂ．、岸・己・四℃①．
（別）因の①儲や。□・○岸・》つ・吟画・
（、）閂冨ユ・やロ・凶←四・
（肥）閂す昼。ごＰ牌←吟・
（昭）ｚ日昏の門口の【日》缶巨、口の芹１回つ・】のＰ四・
（型）因の①印○℃・同岸・》ロ・】心切・
（頭）閂亘二・・・℃・博吟②。
（配）ｚｏＨ昏曾ロの厨門マレ臣悶巨の斤国Ｐ岳〈蘭
一八四一一年八月一七日マンチェスターにおけるチャーチスト
代表者会議の決議
（幻）］一一【○Ｈ８Ｐｏｂ・ロロ【・》ご・一○ｍ。
（蛆）］〉（【日岡同ロ、の］の。ｐ因回国ごごご・図ｓ・・
４ 
、
八
四
八
年
(１３７） 
● 
労働者党の結成
その実質的基礎をなしていた。一八四二年のゼネストの際一致し
て、労働者階級に立ち向った諸党派の中で、反穀物法の運動は、
次第に力を得てきた。一八四三年には、実に十万ポンドの資金が
（１） 
集められ〈九百万のリーフレットがバラまかれた。コプーフンやブ
ライトの演説は、新聞、リーフレットを通じ、あるいは連盟の弁
士達によって、たちどころに全国に伝えられた。その結果は第一
には、借地農が彼等の貴族たる地主から道徳的に解放されたこと
である。今までイギリスの借地農ほど政治的に無関心なものはな
かった。彼等の地主はほとんどすべてトーリーであり、借地農は
議会の選挙に際しては例外なく地主達の指図に従っていた。しか
し、今や借地農は穀物の輸入を解放することによって、現在の法
外
に
高
い
小
作
料
を
廃
止
し
、
よ
り
合
理
的
な
条
件
の
も
と
で
地
主
と
新
契
約を結びうることを理解しはじめた。従って、農業地帯から選ば
れている二五二人の地主であるトーリー議員は、従来の借地農の
支持を期待できず、その政治的地位を脅かされるに至ったのであ
る。第二には労働者大衆もまたへ洪水のような反穀物法連盟の宣
伝によって、安いパンの必要を叫ぶようになった。この要求は又、・
増大する都市人口によって激化された。こうした情勢の中で旧来
のトー肌－の優越にかわってピールトラッセルの提携が強化され
る
形
勢
に
あ
っ
た
。
ビ
ー
ル
は
ま
ず
様
々
な
関
税
を
廃
止
し
、
そ
れ
を
所
得税におきかえた。この財政政策は、「結局は産業資本家の負担を
重くするものではなく、同時に、ビールを支持する土地所有者の
反対もうけなかった。しかしながらこの結果、穀物法は全く孤立
した存在となり、その廃止に反対することはますます困難と左っ
》恥・
た。この間、ビールは又事態を徹底的に研究し、自由貿易の結果
バル矢ツクの穀倉から、莫大な安い小麦が輸入されるという土地
所有者の心配は幻想にすぎないことを理解していた。一八四五年
から六年にかけてのアイルランドの飢鐘が起った時には、穀物法
廃止の条件は熟していたのである。これより先、一八四五年の冬
トーリー党内ジスレリー派の反対にあって、ビールは辞職した。
ウィッグ党が内閣を組織しようとした時、突然ジョンラッセルは
組閣を不可能とし、責任をビールに返した。ラッセルは、ウィッ
グの支持によって、ビールに穀物法を廃止させ、トーリー党内に
回
復
し
が
た
い
分
裂
を
作
り
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
一八四六年二月、穀物法廃止の法案か議会に提出された。この
時、内務大臣グラハムは次のようにのべた。
我鐵は、苦しい悲惨な一八四二年ｌ過ぎ去った今でこそいう
が、最大の恐慌と最大の危険の年ｌの経験を蝦った・’八四
二年の状況はどうであったか。一寸それらを一ぺつすることを
許して戴きたい。首都では真夜中に、チャーチスト集会がリン
ヵーンスインフィールド（ロロ８］ロ㎡目自国の丘の）で開かれて
いた。巨大な群集が、非常に不満であり、公安に危険な精神で
行動していた。……ランカシャーの状態はどうであったか。…
…あらゆる機械は上った。苦痛な義務ではあったが、・私は毎日
（１３８） 
、
のように公安の維持に関して、騎馬警察と相談した。暫くの
問、公安維持のために、エ業地帯の各地でひきつづき軍隊が召
集された。三ヵ月の問、私と私の同僚が経験した不安は、私が
（
２
）
、
公職において嘗て感じた事のないものでありました。』と。
一八四二年の『革命の脅威」を想起することによって、この自由
貿易論に転じた閣僚は、穀物法の廃止を正当化しようとしたので
ある。一八四六年六月、遂に穀物法は廃止された。
、
穀
物
法
の
廃
止
は
一
八
四
五
’
一
八
七
五
の
製
造
業
者
の
黄
金
時
代
を
開
いた自由貿易立法の一部分をなすものであった。これにつづいて
砂
糖
か
ら
一
八
六
○
年
の
錫
に
至
る
ま
で
次
々
に
自
由
貿
易
は
拡
大
さ
れ
た。これに加えてカリフォルニアおよびオーストラリヤの金の産
出
、
鉄
道
と
海
運
の
世
界
的
発
達
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
製
造
業
に
無
限
の
市
場
を提供した。穀物法の廃止は、イギリスの製造業者の凱旋行進曲
の序曲たるべきものであった。又、穀物法の廃止に続いて、工場
法（国。｛。ご缶。｛）炭坑法（の。ｍ］嵩】ロ●の缶ｇ）一八四七年の十時
成扣問法（目①回国・貝ｐＲｏ〔］震『）が相次で制定された。
結さて、こうした情勢の中で、チャーチスト運動はどう展開され
のたであろうか。一八四二年の打撃は極めて深刻なものであった。
党一八四三年三月の巡回裁判以後は、組織されたチャーチストの数
者は一一面千に下り、ノーザンスターの発行部数は急激に減少し、Ｎ・
働Ｃ・Ａの財政はひっ迫した・オコンナー、ハーニーのもとに結集
労したチャーチストは、先ず第一に復活しつつある組合運動に注目
した。Ｎ・Ｃ。Ａの創立の当初から労働組合に組織の手をのばす
ことは考えられていたが、それは部分的にしか成功しなかった。
一八四二年のゼネストの際も、チキーチストがはっきりと労働組
合を把握していない欠陥がバクロされた。この経験から労働組合
の重要性が反省されたのである。ノーザンスターには、数多くの
労働組合の通信が載せられた。一八四四年十一月十六日号には、
オコンナーの労働組合に対する鵡度が次のようにのべられてい
る。『私は、諸君に今や全国にわたって自己を主張しつつある偉大
な
労
働
組
合
運
動
に
し
っ
か
り
と
着
目
す
る
こ
と
を
す
す
め
る
。
そ
し
て
諸君が鉱夫組合の場合にしたように、他の組合においても行動
するよう切望したい。集会に出席せよ。その数をふやせ、そし
て諸君の同情を表明せよ。しかし、決して彼等の前進の衝害に
なるような憲章をさしはさむな。あらゆる労働と労働者は団結
しなければならない。そうすれば、彼等は、憲章こそが、彼等
が成功的に結集するための唯一の基準であることを速かに発見
（３） 
するであろう。』と。
チャーチストは憲章をおしつけるのではなくて、先づ労働組合の
統一のために闘え。これが労働組合に対する方針であった。これ
と
な
ら
ん
で
オ
コ
ン
ナ
ー
は
独
特
な
土
地
計
画
を
提
出
し
た
。
こ
の
計
画
は
チ
ャ
ｊ
チ
ズ
ム
の
再
建
の
過
程
で
一
八
四
三
年
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が、一八四五年初め頃から明確な形をとって現れた。一八四五年
(１３９） 
労働者党の緒･戎
四月》チャーチスト協同土地協会（Ｃ冨墨の芹Ｄｏｇ貝農『の巨己
の。Ｑの目）がロンドンで設立された。その目的は
『第一に王国の労働者に、搾取する資本家より独立する手段と
しての土地の価値を示すため、会員を収容すべき土地を購入す
る
こ
と
、
第二に、本協会が地方的に提案するものすなわち全国的には労
働者のための繊人民憲章鰺を急速に制定することの必要性を示
すこと、
奴隷化され零落させられた労働者階級の政治上および社会上の
（４） 
解放を一元遂すること。以上が本協会の特別な目的である。』
そのための手段として、小額左株券を発行し、その積立によって一
定の土地を買い入れ、会員の一部をそこに入植させる。投資労働
の結果その土地は騰貴する。今度は更にこの土地を担保として資
金を得、新しい土地を買い入れる。こうして次点に会員を入植さ
せる計画であった。
このオコンナーの計画はクーパー等の反対はあったが多くの支
（５） 
持者を得た。一八四一〈年より一八四八年のはじめ迄に七万五千人
以上の労働者が参加し、一八四八年のはじめ迄に九万六千ポンド
が払込まれた。こうした労働者の期待にもかかわらず、彼の計画
の破算は明らかであった。七万五千人の株主のうち、土地に入植
した者は一一年間に僅かに二三○人であり、その所有地は一人当り
三エーカーで、建物、倉庫、道具等をふくめて一一一○○ポンドの評
価であった。もしこの割合でと万五千人を入植させるには）六五
一一年を要し、費用は一三五○万ポンドを要するであろう。オコン
ナ
ー
の
計
画
は
土
地
の
生
産
性
を
過
大
に
評
価
し
、
財
政
的
に
は
全
く
不
可
能な計画であった。しかしながら、この運動は、エンゲルスのい
うように、『もしこの運動が現在までに進すんできたような割合
でひろがり続けるならば、最後には、この運動は人民による土地
（６） 
所有権奪取を目的とする全国的な擾乱に転化するであろう」とい
う、土地貴族の不安をひき起し、『中産階級の援助を必要とせず、
，
（
７
）
 
人民の手に握られた人民解放を可能にさせる力』をこの運動の中
に見てとったブルジ富アジーの白眼視をもひき起したのである。
オコンナーの計画は、たしかに》すでに工業によって克服されて
しまった独立小農民を復活させようとする反動的な性質のもので
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
な
か
に
も
労
働
者
階
級
が
自
己
の
力
で
、
資
本
主
義
的競争に打ちかとうとする指向をみなければならないであろう。
又この協会はオオエンの協同組合村の計画に示差をうけているの
である。当時、オーエン主義者の運動も又復活の兆しを見せ、ク
イーンウッド（Ｃ巨の①ロョＣａ）には協同組合村が設立されていた。
こ
の
運
動
も
ま
た
一
八
四
五
年
に
は
失
敗
の
運
命
を
た
ど
っ
た
。
・
オコンナーの土地計画は一八四八年六月、議会の検査をうける
頃には、すでにその破算は明かとなった。「
これより先、穀物法を撤廃させたビール内閣の保守党に内紛が
起り議会解散の結果、一八四七年七、八月頃選挙が行われた。チ
(１４０） 
●
こ
■
一
労働者党の結成
ヤーチストはオコン士ｌ、ハーーーー、ジョーンズ等数名の代表を
たてた。オコンナーはノッチンガム（ｚ○三長盲目）で指名され、
大臣ホップハウスに反対して立ち、八九三対一二五七の大差で当
選した。かくしてチャーチストははじめての代表をウェストミン
スターヘ送ることができたのである。この選挙戦につづいて、一
八四八年四月の請願運動に至る問は、チャーチズムの最後の昂揚
期となるのであるが、その前に、当時のヨーロッパの労働運動と
社会主義の動きについて若干のべてみよう。
イギリスに始った産業革命の波動は、この頃までにはすでに全
ヨーロッパをひたしていた。しかしこ上ではイギリスのように、
大工業が支配的地位をしめるには至っていなかったが、機械と大
工業の出現、農業への資本主義の発達は、階級分化をおし進めつつ
あ
っ
た
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
漸
く
そ
の
姿
を
現
し
つ
つ
あ
っ
た
。
プ
ロ
レタリアートの進出に伴って、労働運動と社会主義の理論も発展
した。フランスでは種々な空想的小ブル的社会主義が宣伝され、
ドイツではワィトリングの原始キリスト教的共産主義が力があり（８） 
『一般に労働者の同盟員はほとんどみな本来の手工業者であった』
秘密の義人同盟が作られていた。この間、これらとは本質的に異
った近代的共産主義が発達した。すでに『独仏年誌』二八四四）
で唯物論的歴史理論を一般化していた・マルクスとマンチェスター
の生活で最も発展したイギリスの階級闘争を研究していたエンゲ
ルスとは二八四四年九月パリで会合した。ここで二人の意見は完
全に一致し、『小ブルジョア的社会主義の種々の学説との断乎た
（９） 
る闘争のうちにプロレタリア社会主義すなわち共産主義』の理論
と戦術が作りあげられたのである。翌、一八四五年ロンドンにハ
（、〕
１ニーの主唱のもとに『友愛民主主義協会』（月面の、。＆の弓。｛旬日，
芹の日巳ロの目。Ｒ具の）が設立された。これはイギリスのチャーチ
ストと大陸の亡命者からなり、活動はヨーロッパの自由のための
闘争を祝福し、イギリス人民の闘いに支持と親愛の情をよせる集
会を行い、宣言を発することであったｐ従ってこれらの活動がチ
ャーチスト運動や与論に直接的影響を与えることは少かつた。し
かし、その指導者ハーニー等は、マルクス・エンゲルスど接触
し、国際社会主義の理論を紹介し、又大陸の闘争を報道すること
によって、インターナショナリズムの精神をよびおこし、チャ
ーチストを激励した。そしてこの団体は、第一インターナシ国
ナル（甸冨庁閂日の目畳自昌）の結成に対し先駆的役割を果したの
である。
一八四七年夏、従来の『義人同盟』は手工業的な陰謀的な伝統
の殻を脱し、ロンドンで『共産主義者同盟』として再組織された。
この第一回大会についで、同年末第二回大会が開かれ、こ上でマ
ルクス主義の新しい原則が承認され、その宣言『共産党宣言」ｌ
が作成された。この時ロンドンに来たマルクスとエンゲルスは友
愛民主主義協会の様々な集会に出席し、あるいはノーザンスター
に寄稿し、チャーチストを鼓舞した。マルクスは二八一一一○年の
(１４１） 
労働富者党の結成
ポーランド革命記念祭」の席上次のようにのべた。
「すべての国々のうちで、イギリスこそは、・プロレタリアート
とブルジ冨アジーの対立がもっともすすんでいる国である。だ
から、イギリスのブルジョアジーにたいするイギリスのプロレ
タリアートの勝利は、その圧迫者にたいするあらゆる被圧迫者
．にとって決定的である。だからポーランドはポーランドで解放
されるのではなくて、イギリスで解放されるのである。だから
チャーチスト諸君は、諸国民の解放のために、けっしてつつま
しやかなねがいを表明すべきではない。諸君自身の国内の敵を
打倒せよ。そうすれば諸君は旧社会全部を打倒したのだという
（ｕ） 
ほこらか左意識をもってい人のである。』と。
こうしたよびかけと大陸の革命的情勢の報道は『土地と憲章』
（巨己口己昏のＣ冨耳のＨ）を目標としていたチキーチストに、徐
々に政治的関心をひきおこしていた。一八四七年に始った。国内
の恐慌が経済生活の破綻をもたらし、この傾向に拍車をかけた。
この時対岸のフランスに、一八四八年二月革命の焔が燃えあがっ
た。三月一一日には、ロンドンでチキーチストの熱狂的集会が開か
れ、慶祝使節を．ハリーの共和政府に派遣した。ロンドンでは主
な集会場ではどこでも『巨大な集会』（盲目９ｍの彊昏の己信の）で
（、）
労働者の政治家が熱弁を振った。地方の都市にも激情は熱病のよ
うに拡大した。特に三月六日グラスゴーでは一時群集か街中を行（皿〕
進し『バンか革命か』（辱の己自罰のごＣ］昌一・ロ）『共和国万才』
〔、）
（ご弓の巨丙曾巨三色色の一）の喚声が響き渡った。
熱狂はますます拡大し、数週間にわたって或時はホールで、或
時は野外で大衆集会が続けられた。チャーチストはふたたびコン
ヴェンションと請願の方法をよび起した。一方、ベルリン、ウィ
ーンの革命の勃発が伝えられ、チャーチストの希望は一層増大し
た。四月一二日、チャーチストコンヴェンションが開かれ、四月十日大
行進を行って請願書を提出することＰ請願が拒否された時は大衆
集会で選ばれた代議員による国民議会（ｚ畳・目］シのの①弓】】）を
えらび、憲章が法律となるまで鰯散しないことを決定した。これ
に対して、政府はさかんにス．〈イをつかい、特別警官を増員し、
厳重な警戒を行っていた。四月七日、コンヴニンシ圏ソは不法に
組織された団体であり、国民は四月十日の大行進に参加しないよ
うにとの政府の警告が発せられた。又大々的にロンドンに軍隊を
集結し、十五万以上の特別警官隊を配置し、ウェリントンにその
指揮をゆだねた。事態は緊迫の度を加えた。会議は連日にわたつ
。
て．開かれ、請願書の署名は続々と集められた。
四月十日、政府側の狂気じみた威圧の中に数万の群衆がケニン
トン広場（尻の目冒ｍ８ｐＣＣＢＢＣｐ）に集ったＰこ上からテームズ
河を渡り、請願書をのせた装飾馬車を先頭に議会に請願章勗琶提出
する筈であったｐだが橋という橋には殻錘表した警官がつめかけ魁
更
に
後
方
に
は
砲
兵
が
待
ち
構
え
て
い
た
。
オ
コ
ン
ナ
ー
、
ハ
ー
ニ
ー
、
ジ
(１４２） 
｜ ‐｝ 卜Ｌ」 Ｐ 
労働者党の結成
垂－ンズ等は次だと起って演説し、民衆に衝突をさけるよう望ん
だ。かくして、大行進は平和樫に中止され、請願書は代表者によっ
て議会に運ばれた。請願書の議会での運命はすでに明らかであつ
〔必）
たが、政府が全力をあげて企図した排発と弾圧は、腎明なチャー
チストの指導によって、これを回避することができた。
コンヴニンションは、四月十日の請願行進を強行しなかった理・
由を説明するとともに、次のような宣言を発表した。
『同胞諸君、最初の勝利はかちとられた。ロンドン人の勇気は
試
錬
さ
れ
た
ｌ
政
府
の
禁
止
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
首
都
で
は
未
だ
曽
て
見られない数の人汽が集った。ぺ：…これは第一歩である。さあ
我国は次の段階にそなえよう。コンヴニンシ電ンの任務は、第
二の最も決定的な努力のために人民を組織することであろう。
国民議会は今月二十四日に集合する。……我国は人民議会の決
〔巧〕
識を支持する用意をしなければならない』と。
チャーチストの指導者は新たな勇気をもって行動を開始した。ア
（お〕
イルランドの独立運動者との提携を強化し、国民の再組織に力を
注
い
だ
９
だ
が
、
不
充
分
な
組
織
と
、
不
統
一
な
指
導
の
た
め
に
か
え
っ
て、闘いの陣列は乱れた。国民議会は五月十三日には解散の運命
に遭い、一部のチャーチストは叛乱を企て、若干のグループが逮
捕された。これに続いて一層広汎な検挙が行われ、ジョーンズを
はじめ
九
十
人
の
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
が
検
挙
さ
れ
た
。
六
月
に
は
オ
コ
ンナー
の土地計画の失敗が明かにされ、今や敗北は決定的なものと左っ
た。このチャーチズムの退潮によって、普通選挙ではなくて、『選
挙権の拡大』（の巨穿四ｍの因鴬の量目）をめざす『新改革運動』（ｚ①三
（Ⅳ） 
用のご吋日言。『の目①ロ庁）がその発展の歩度をのばしていった。コプ
デン、プライト、ウィルソン（の・三房目）等の反穀物法連盟
の指導者達を中心として、急進議員ヒューム等もこれに加わった。
今や全戦線にわたってプルジ圏アジーの指導は確立していった。
一方パリでは四九年六月十三日で、ドイツでは五月叛乱の失敗
でハンガリーではロシアによる革命の鎮圧で四八年の偉大な革命
の時代は終りをつげ反動は勝利しつつあった。
こうした困難な情勢の中で、Ｎ・Ｃ。Ａの活動に倦むことのな
い
情
熱
を
傾
け
た
の
が
青
年
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（向日①の【］目のの）であった。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
獄
中
か
ら
の
手
紙
の
中
で
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
た
。
「
『私が獄中から出した最初の手紙と同様に、今でも私の唇から
〔⑬）
出る最後の一言葉は「降伏てはなくて憲章！」であろう。』と。
五○年出獄以来五八年まで定期的なチャーチスト会議を指導し、
又、又マルクス等の指導によって、社会主義の宣伝につくした。
だがジョーンズの努力にもかかわらず、五八年にはその革命的伝
統を国際労働運動に伝えながら、チャーチズムは全く解体した。
この年ロバートオーエンもその生涯を終えた。三年前に狂気のう
ちに息を引取ったオコンナーとともに、初期イギリスの労働者階
（１４３） 
、
労働者党の結成
級が最大の期待をかけた古い指導者の死は、すでにイギリス労働
者階級の運動が大きく転換していることを暗示するものであっ
た
。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
ー
ま
た
六
十
年
代
に
は
マ
ル
ク
ス
と
訣
別
し
、
中
産
階
級
の指導する選挙法改正運動の主唱者となったのである。
。八四八年』それはヨーロッパ諸国にブルジョア革命の嵐が
ふきすさび、やがて中近東からアジアにかけては民族解放運動の
焔をもえたたせた世界史的な転換点であった。だがヨーロッパの
嵐は、イギリスには一時的な熱狂をもたらしたにすぎなかった。
四七年の恐慌を通りこしたイギリスは、自由貿易の黄金時代の戸
口に立っていた。新しい強力なブルジョアジーは、古い昔ながら
の請願の戦術で立ち向ってプロレタリアートを大げさな威圧で蹴
散らすとともに、その政治的指導のもとにおさめたのである。
（１）冨○風○Ｆ８．．房．》□・色切・「
（２）四画ロのロ昼げ勺日］旨日の回国ご□の冨芹のの》句のウ冒口ご】岳念ご
く○二・ｍ似ご・『得の⑰□。
（３）ｚ○耳け円口の国円》Ｚ。『の日すの尉忌や屋溝炉．
（４）二○【弓の目の白吋・言昌四．岳余より
「チャーチスト土地協会規約』のうちの『協会の目的』の項
（５）の四日目四ｍの．ＣＰＯ鴬・管ゼロ．凹眉》の□．
（６）（７）ニンゲレモチャーチストの土地綱領『レフォレ公』
一八四七年十一月一日号マレ、ニン選集第一一巻下、一一八○
頁
こ
の
頃
協
会
の
名
称
は
．ｆ全国土地会社（ｚ国威・目一宮己Ｃ・曰冨昌）となっていた
が、この社務を検査するため議会の委員会が任命された。そ
の報告によれば、会社の会計は混乱しているがオコンナー
が
そ
れ
存
個
人
的
に
費
消
し
て
い
る
こ
と
は
全
く
な
い
。
む
し
ろ
オ
コ
ンナーはこのために私財の一部を投じていたことが明かとな
った。
（８）エンゲレス、共産主義者同盟の歴史
マレ・ニン選集第一一巻下、四一一一四’四一一一五頁
（９）因・国・閨①国Ｚ属匂ら○二．ご月・画鈩Ｃ目甸・笛・
（ｍ）目的、原則等については⑦．◎。］の目已缶・司房ＣＰＣ己・
凰芹・藝弓・吟三Ｉ乞い参照
（、）一八四七年十一月一一十九日、ロンドンのポーランド革命
記
念
集
会
に
お
け
る
演
説
マレ・ニン選集．第一一巻下一一一一三－一一一一一一一一頁
（⑫）の四日目山砲の苞。ご・Ｑ芹．。□・画潭・
（血）旨：８亘・○℃．。岸．ごロ・図『＠．
チャーチストコンザェンョンの決議より
（ｕ）議会で請額書の審査を委任された委員会は四月十三日、
署名総数はオコンナーの発表した五七○万六千とはちがい、
一九七万五四六九であり、その中にはデテーフメな記名と、同
一の筆蹟があったと報告した。
そしてこの請願書は十五ヶ月も経ってやっと審議され、一
八四九年七月一一一日一二一一一対一七で否決された。
（巧）ｚｏＨ昏曾ロの菌『・Ｐご國一最・岳吟ｍ・
コンヴェンエンの宣言
（巧）の四目曰四ｍのご◎己．◎岸・》己・旨Ｆ・
宮口８。ご》９．の岸・》己・国曽・
（灯）写三・》ロロ．、臼１国の国．：
（旧）］・の囚ご筥の》因『己のの芹］○口のの》・＠、図》
■ 
(１４４） 
露蕊 鶴 蕊霧:蕊::蕊蕊 溌鍵瀞織
,...:.・・::.:、:...･･･:..:::.
騨蕊:韓譲蟻験唖
労働者党の'結成
産業革命によってうみだされたイギリスの労働者階級は、個々
バラバラな機械や工場の破壊から始めて労働組合の組織に進み、
中産階級の急進主義者と共に、議会改革運動の政治行動を行い、
更に夢のような未来をめざして労働者階級の統一的組合たるグラ
ン
ド
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
結
集
し
た
。
こ
の
多
く
の
経
験
か
ら
ニ
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
運動という労働者階級独自の社会改革をめざした大衆的政治運動
が結成された。チャーチズムの第一期は、北部の新工場地帯の労
働者階級を大衆的基礎とし、中産階級のラジカルズや熟練職工の
知的グループの理論的指導のもとに、人民憲章の旗が掲げられた
時期であった。第二期は一八三九年のコンヴニンシ富ンとその失
敗を中心とする。との段階では、指導権が北部の工場労働者の手
に移るとともに、ゼネスト、武装闘争によって、直接権力に対抗
しようとする考え方が拾頭する。だが何等行動の中核をもたず、
大衆的組織をもたずして、上昇しつつあるプルジ直アジーの勢力
と闘うことはできなかった。コンヴニンシ璽ンの失敗後団組織は
最も重大な問題となり、第三の時期にＮ・Ｃ・▲が結成され、同
時北労働組合との結合をはじめ、教育、教会、禁酒運動に至るま
で様々な形で大衆との結合が問題にされる。こ上にはじめて、
最初の労働者党たるＮ・Ｃ。Ａが結成されたのであるＰかくして
四、チャーチズムにおける〃党〃
Ｎ・Ｃ。Ａと反穀物法連盟の形で展開されるプロレタリアートと
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
対
立
は
一
層
鮮
明
な
形
態
を
と
る
。
こ
の
対
立
が
爆
発
したのが一八四二年のゼネストである。反穀物法連盟の側からひ
きおこされたゼネストは打ち破られ、Ｎ・Ｃ。Ａは一致した支配
階級の攻撃で満身創痩となった。ここでラヴェット派は終局的に
運動を去り、チャーチズムはほとんど工場労働者のみの運動とな
った。第四の時期は、一八四八年のヨーロッパの革命が影響をう
け、ふた上び運動が復活する時期である。しかしこの時期は、プ，
ルジ画アジーの一層の進出と、チャーチズムの退潮が全体として
明らかとなる。だが、ここで重要なことは、チャーチズムが国際
的労働運動の一翼となり、大陸の運動と密接に連けいを保ったこ
とである。そして特に一八四八年の大衆運動の後は、マルクスェ
ンゲルスの科学的社会主義の種子がジョーンズ、ハーニー等を通
じて、イギリスの土壌にまかれたのであった。
このチャーチズムの性格を明らかにするためには、その政治的
運動の中心部分である抄党”を明らかにしなければならない。私
は今までのべて来た運動の歴史的発展を中心として、側階級的基
礎②組織および大衆団体との関係、③思想と政策の三点から、チ
キーチズムにおける党の性格を明らかにしようと思う。
側
階
級
的
基
礎
運
動
の
初
期
に
は
、
そ
の
指
導
権
は
、
ロ
ン
ド
ン
派
およびバーミンガム派の手中にあった。『ロンドン労働者協会』
の指導者は主として高級の熟練職工であり、ロバート、オーエン
● 
(１４５）＝ 
己
－－ 
ロﾛ
労働者党の結成
の空想的社会主義の影響をうけ一フランシス９プレース等の急進
主義者の指導をうけいれていた。又『バーミンガム政治同盟』は
小式ルジ白アの多く住むバーミンガム言中産階級の急進主義者
を中心とし、これに若干の熟練職工を加えたものであった。ロン
ドンの人民憲章、バーミンガムの五カ条の請願は北部の工場地帯
の激烈な大衆運動に、政治的方向を与えたものであった。かくし
てコンヴ・ニンションが開かれたのであるが、この過程で、中産階
級の分子は殆ど運動を去り、指導権は北部のエ場労働者に基盤を
も
つ
オ
コ
ン
ナ
ー
派
の
手
に
帰
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
運
動
の
内
部
分
裂
が
はげしくなってきた。一ニーポートの蜂起の後、地方組織の再建
がは
じ
め
ら
れ
、
オ
コ
ン
ナ
ー
派
の
指
導
の
も
と
に
Ｎ
・
Ｃ
ｏ
Ａ
すなわち
労
働
者
党
が
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
は
幾
つ
か
の
小
さ
な
グ
ル
ープに分裂してしまった。
以
上
の
よ
う
に
Ｎ
６
．
Ａ
が
結
成
さ
れ
た
時
期
に
は
す
で
に
運
動
の
社
会
的基盤は北部の新工場地帯にあった。Ｎ６．Ａはこれら北部の工
業都市の地方組織を中心とし、全国諸地方のチャチスト組織を結
集したものであった。北部の工場地帯で、運動の中心勢力となっ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
たのは、主として繊維労働者と鉱山労働者であった。先にものべ
たように、一八三七年のグラスゴー紡績工のストライキと、その裁
判は全国に大きな影響を与え、その代表者は、人民憲章と国民請願
を可決したグラスゴー大会に出席した。又、一八四二年ゼネスト
を人民憲章のための蜂起にかえるよう主張したのは、マンチニス
ターの繊維労働者を中心とした労働組合の代表者会議であった、
更に一八四一年、最初の炭坑夫の全国組織『鉱夫協会』（冨旨亀の
陸の⑪。＆畳・ロ）の設立には、チャーチストが指導的役割を演じた
ものであった。．この協会の一八四四年の代表者会議は、イギリス
（１） 
、の殆ど全炭鉱地方を代表し、組合員は十万人以上にのぼった。
又北部の工場地帯には、これらの工場労働者と並んで、機械と
の競争にやぶれた職人層や、農村から都市への流入者、アイルラ
ンドからの移民、激しい経済的変動によって街頭になげ出された
失業者層などの所調、窮民の層が存在していた。マルクスは次の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
『機械が徐々に一生産部面を捉える場合には機械はそれと競争
する労働者層における慢性的窮乏をうみ出す。この推移が急激
な場合には機械の作用は大量的で急性的である。イギリスの木
，
、
、
、
綿手織工達の徐々たる数十年の長さにわたった、ついに一一一一八
、
、
、
、
、
、
、
、
年に完結した破滅以上に怖ろしい光景は世界史上にみないとこ
ろである。彼等のうちの多くの者は餓死をとげ、また多くの者
は一日に二・ヘンス半でその家族とともに長い間、やっと露命を
（
２
）
、
つないだ』（傍点筆者）と。
一八三五年に八十万といわれた手織工は一八四二年に十万戸四
（３） 
八年五万、五四年、一二万ともはやその残溌を残すのみとなってい
た
。
ハ
モ
ン
ド
の
い
う
よ
う
便
彼
等
は
『
徐
々
に
苦
し
み
な
が
ら
死
ん
で
ゆく層』（四日８。首長、］・邑昌凶己冨三昌一】）であった。だが
● 
(146） 
、
聯蝿聯織辮織 鱗辮繍0.｣.．. 
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騨軸働着(党の嶋一成
このことからチャーチスト運動が主として、これらの窮民層を基
盤とした運動でありヘチャーチズムの没落が同時に、これらの層
（主として手織工など）の死滅を意味すると考えてよいであろう
か。チ爺－チズムの階級的基礎を、以上のように考える立場から
ヘチ穴１チズムが暴力主義であり、何等前進的目的を錨たない後
向きの絶望的抵抗であるといった見解が生れる。又このことか
ら、多くの歴史家に共通な工場地帯の指導者オコンナ１への悪罵
が生れるＰしかしながら、これらの見解は全く事実の一面赴捉え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
一
・
？
すでにのべたように、イギリスの産業革命は三○年代には八基
本的に完了し、新しい工場制度のもとに近代的労働者階級が存在
していた。最も早くから産業革命の行われた繊維工業では尚更で
あった。従って初期の段階で、工場労働者とならんで、これらの
手織工等が北部の運動に激情的はげしさを加えたにしても、四○
年代の運動には、その影響力は少かつたと考えられる。マルクス
の一八三八年に手織工の死滅は事実上完了したとする見解や、上
述の四二年における手織工の十万という数は八このことを裏づけ
るであろう。初期の北部の運動で、ステβ１プンスやトーリー主
⑪
 
義者オストラーの余りにも激しい口調は、成程度こうした手織工
などの悲痛な叫びを反映していた。しかし、この段階においてさ
え、大衆的運動の推進勢力は工場労働者であったのである。だ
がへ↓とれらの労働者はたえまない経済的変動と言語に絶した劣悪
左労働条件のもとで、充分に組織されず、又明確な目標ももちえな
かった。当時社会主義は未だ空想的であり「ハンとフォークの問
題』を解決する現実的目標とはなりえなかった。この故に、彼等
の指導者は主として古い型の熟練職工やオコンナーのように機械
と工場制度に背を向ける煽動者であった。しかしながら四二年の
請願にみられるように、ここ尼は六カ条の要求とともに労働者階
級の社会経済的要求が掲げられた。このことは、労働者階級がい
ろいろな遅れた意識をもちながらも次第に、前進的な社会改革の
目標を見出しつつあることを示すものである。
このようなチマーチスト運動の最高の時期にはその階級的基礎
が近代的労働者階級にあることはもはや明瞭である。その労働者
の中で繊維労働者と鉱山労働者が中心的役割を果した。これらの
労働者を中心とし、当然のことながら運動の随伴者として、没落
しつつある職人層や広汎な窮民層が運動に加わったのである。こ
の全体に目をむけずして没落しつつある職人層の役割を過大に評
価するのは誤りである。Ｉ
Ｃ
Ｃ
□
 
②組織、大衆団体との関係
政党は一定の階級の利益を代表する活動的分子の結集体であ
る。従って、政党の代表する階級的基礎とともに、ｉその党の組織
および大衆団体との結合の関係は、大衆の要求を吸いあげ？それ
錫を一定の政治方向に指導する役割を果すものとして、重要な意味
を
も
っ
て
い
る
。
Ｎ
（
Ｐ
Ｃ
。
Ａ
へ
に
つ
い
て
ロ
ー
ト
シ
ニ
タ
イ
ン
は
次
の
よ
(１４７） 
労働者党の結成
うにのべている。
『これは将来正式の政治的労働者党たるべきもので、選挙され
る執行委員会と定期大会、会費および会員名簿をもっていた。
これは前時代の運動の無定形なのに比較して、巨大な一歩前進
●
 
であった。この種の政党組織は、単に個汽の地方組織のみ許し
た法律によって禁止されていたのだから、これはそれだけ、労
働者の政治的成熟を示す明白な証拠であった』と。
すでに前章でのべたように、Ｎ・Ｃ。Ａ、の組織・規約は、現在の
政党に此べて損色のないほど整っており、それは多くの点で後の
共産主義者同盟の組織を想起させる。しかしながらへ第一に、居
住地域を中心とした組織であるため、選挙や請願の組織としては
その役割を果しうるが、経営内に組織がないために労働者階級を
組織的に把握し、ゼネスト蜂起などに戦闘的力量を発揮すること
はできなかった。Ｎ・Ｃ。Ａ、が四八年の運動の昂揚の時にすら
『請願」という古い闘争形態しかとることができなかったこと、
又四二年のゼネスト等においても、労働組合を組織的に把握し秩
序だった行動をとることができなかったのも、一端の原因はこの
組織にあった。第二に、農村に組織をもちえなかったことは、チ
キーチスト運動を国民的運動になしえなかった大きな原因であっ
た。コンヴニンショシの時すら、唯一人の農村代表ドーチニスタ
（５） 
１の英雄ジョージラヴレス（の①。円いの田・ぐの】のｍの）はついに出席し
なかったのである。
次に、政治的大衆運動を展開する上に、何よりも重要なこと
は、強固な指導的中核すなわち党とともに、この党と堅く結合し
た大衆組織をもつことである。チャーチズムにとって、この点で
労働組合との関係は死活の問題であった。この点についてウニッ
プは次のようにのべている。
『ここでは、チャーチスト運動が甚だ宗教的であった者以外の
筋肉賃金労働者の大部分から支持されていたにもかかわらず、
一八三三’一一一四年の間のオーエン主義運動の時のように組合の
若干はチャーターの最も熱烈な支持者を供給したとはいえ、い
かなる時にも労働組合がチャーチスト運動の一部となったと信
ずる理由はなことをいえば充分である。製靴工のような個々の
職業には、「チャーチズムが充分浸透していたらしく、そして常
（６） 
に他の労働団体をも運動に結合しようと試みていた。』と。、
又コールとフィルソンはロンドンと北部との差異を指摘し次のよ
う
に
の
ぺ
て
い
る
。
『ロンドンではチャーチストは多くの労働団体と全く緊密な結
び付きをもっていた。特にロンンドンの指導者の中ではラヴニ
ット、ハートウニルは積極的な組合運動家であった。他方製靴
工はチャーチズムの不断の支持者であった。当時他のすべての
労働者階級もこのように努力していたのであるがしかしこの結
合の最も重大な指標は、労働組合および他の労働者階級の団体
によって支持された週刊紙として『チャーター』（Ｃ宮『（日）を
(１４８） 
ｌｈ 
瀞 繊蝿 映刮ｍ１ｒｍ・・ノ 蝉
労働者党の結成
設立した組合運動家の委員会であった。
北部では鉱山労働者の間を除いては、一八四二年まで、労働
組合とチャーチストとの形式的結合の証拠はほとんどない。し
かしオコンナーに従った大衆は大部分一八一一八年と一八三四年
の偉大な労働組合の昂揚に参加した大衆と同じであった。ノー
ザン・スターは労働組合の一一ニースに大きなスペースを与えて
（７） 
いた』と。
たしかに、ウニップ等のいうように、労働組合が組合全体として
チャーチスト運動に支持を表明したことは少かつた。ノーザンス
ターは次のようにのべている。
『多くの労働組合員は疑いもなくチャーチストでもあったが、
労働団体は全体としては明らかにチャーチスト運動の外にあっ
た。チャーチストコンヴニンションの指令で、諸団体をその基
（８） 
金や存在を危くするまで勧誘することはできなかった。』と。
では、なぜ、大部分の筋肉労働者が支持し》組合員もまたチャー
．
、
、
、
、
、
チズムの支持者であったにもかかわらず、組合としての支持が少
なかったのであろうか。第一に、特に北部では、南部とは比較に
ならないはげしい弾圧と、経済的窮迫の中で、恒常的な組合運動
が発展せず、確固たる組合が多くは存在しなかったことによるで
あろう。ウニッブは一八四二年当時、組合労働者が全国で十万に
（９） 
みたなかったといっている。北部の二十万一、一一一十万に上る頻々た
る集会や大衆運動の中では、数万の組織労働者の寄附金や声明の
、
、
、
、
、
形式的結合は大きな問題にはならなかったのではないか。北部の
運動はこうした組織された労働者の日常的活動を中心としたもの
ではなくて、より激情的、街頭的性格をもっていたのである。従
って、チャーチストにとって、重要なことは、先ず着実な、強固
な組合を作りあげ、労働者を組合に組織することであったのであ
る。第二は、特に運動の後期になって目立ってくるのであるが、
オコンナーの土地計画のような反動的政策に主として熟練工より
なっていた当時の組合労働者が背を向けたことである。蒸汽機関
製造工組合は、その或支部がオコンナーの土地銀行に支部基金を
預託したことを理由に権利を停止し、石工組合の二支部の出資の
〔、〕
幌秦叺）他の支部によってはげしく拒否されている。こうした状況
の中で、オコンナーは一八四六年、獄中にあるチャーチストの救
援運動に対して、イギリスの組合が示した無関心をなげいて次の
Ｐ士うにのぺた。
「これ等の人の受難に対して、イギリスの諸組合が示した以上
、
〔
ｕ
〕
に犯罪的な無頓着は未だかつてなかった』と。
このように、大部分の労働者がチャーターの支持者でありなが
ら、しかも組合としては、むしろオコンナー等の政策に対して支
持を与えなかったのである。
以上のことから明かなように、チャーチストと組合との問題
は
、
そ
の
形
式
的
結
合
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
で
は
な
く
て
、
よ
り
根
本
的
に、日常的な労働者の利害を出発点とした組合を結成し、組織され
(１４９） 
ご
■
隙働者党の杼結~成た労働者による、チャーターに対する不断の支持をうることが問
題であったのである。こうした点で、チャーチスト党は、二、一一一
の例外を除いては組合との結合を強め、経営の中に、しっかりと
根をおろすことに成功しなかった。
又、その他の大衆団体ｌ宗教、教育から禁酒運動に至るまでｌ
の中で若干の活動がなされたが、労働者階級を除いては決して広
汎な支持を獲得することはできなかった。一八四二年、『ライン
新聞への通信』の中でエンゲルスは次のようにのべている。
『…、：チャーチズムは未だイギリス人の教養ある人々の国には
全く根をはることができていない。又直ちに張りえないであろ
う。もしイギリスにおいてチャーチスト派および急進派という
場
合
、
人
は
殆
ど
大
抵
の
場
合
、
そ
の
下
に
国
民
の
カ
ミ
プ
ロ
レ
タ
リ
〔⑫）
アの大衆をぱ理解する。』と。
この大衆団体との結合の不充分さは、組織的な欠陥であるととも
に、労働者階級を統一し、広汎な大衆の支持を獲得する理論と政
策にかけていたことも重大な原因であった。
③理論と政策
チャーチズムには一貫した理論とそれを実現する政策とがなか
った。又チャーチズムが多くの党派に分裂した結果として、各指
導者によって多くの対立があり、その理論と政策にもかなりの矛
盾や混乱がみられるｐこれは労働者階級の統一と広汎な大衆の支
持を５ることを困難にした原因であったが、同時に、労働者階級
の未成熟を反映するものであった。しかしながら、我々が労働者
階級の発展の過程を、全体として考察するならば、矛盾と混屯の
中にも、そこには一筋の光明が次第に輝きを増し、やがて労働者階
級を輝かしい未来へと導く、理論の発展をみることができるので
ある。先にものべたように議会改革運動（前号参照）は、労働者
階級が、本来旧い封建的特権に対する市民階級の権利の宣言であ
る天賦人権の自然法思想や社会契約論の理論的武器をとり、新興
の市民階級の一翼をなして闘ったものであったｐだがその結果
は、ブルジョアジーは自己の政治的地位を強固にし、一歩一歩土
地所有者に譲歩を強要しつつ諺穀物法撤廃運動から一八四六年の
穀物法の撤廃に至る政治コースを歩んでいった。この選挙法改正
と穀物法の撤廃はブルジョアジｒの政治的経済的勝利を不動のも
のとした。この場合彼等の旗印は『最大多数の最大幸福』という
ジニレミー・ベンダムの功利主義思想であった。一方、裏切られた
プロレタリアートは次第にその階級的地位を自覚しつつ独自の政
治勢力として自己を結集していった。この場合彼等の理論的武器
は一八三二年の選挙法改正のギマンによって汚された天賦人権や
社会契約の思想を浄化したものであり、当時すでに発展していた
小プル的空想的社会主義の理論であった。チャーチズムにあって
も、これらの理論は到る処に見出されるＱ先づ六カ条のチャータ
ーは、それ自体としては急進主義の政治綱領である。ついでコン
ヴニンションの決議に、請願文に……。指導者の演説に……。と
(１５０） 
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労働者党の結成
一
れらを貫くものは『神の無償左空気を呼吸し、神の無償な土地に
住む各人が家や妻子をもつ権利を認め、貴族の作った権利に対す
（週〕
ると同様に各人にこの権利を保証する」ことを要求する天賦人権
の思想であり『政府は全国民より生じ、全国民の自由を擁護し、
篭を増進するために作られ、全国民に責任を有すべき’のであ
る』といった社会契約の思想であたつ。そして、もし支配者が基
本的人権をおかすならば当然人民の武装する権利（岳の己の・巳の㎡
臥
呵
算
Ｓ
す
の
胃
閂
目
の
）
が
行
使
さ
れ
て
よ
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
これと同時に、反穀物法連盟に鋭く対立したチ時－チストの経済
理
論
や
、
コ
ン
ヴ
ニ
ン
シ
園
ン
の
正
式
な
名
称
『
勤
労
階
級
の
全
休
会
議
』
（岳の⑦の目①国〕Ｃｇぐのロ言国。〔夢の閂己巨の三・臣のＣ］四のの①の）の中
に
、
あ
る
い
は
オ
コ
ン
ナ
ー
ピ
ル
の
計
画
の
中
に
さ
え
、
嘗
て
自
由
な
農
民
が特権身分に対して闘った過去の魂とともに、オーエン主義の思
想が深く濯透している。だがこのことは政治的急進主義とオーエ
ン的社会主義とがチャーチズムのなかで完全に一体化しているこ
とを意味するであろうか。そうではない。オーエンは次のように
のべている。
『チャーチストはいま迄空気を打って来たし、今でもそうであ
る。即ちドンキホーテのように水車と闘って来たし、今でも闘
っているのである。政治的変革はそれ一が同時に社会的変革をも
（巧）
たらさないものなら無益である。』又
『チャーチストは富有な階級に向って憎悪と敵意の種を蒔いた。
そしてこのことによって社会主義の国の到来を延引させた。な
ぜ
か
な
ら
愛
と
正
義
の
世
界
へ
は
、
憎
悪
の
砲
門
を
く
ぐ
っ
て
は
到
達
し
（西）
な
い
か
ら
で
あ
る
』
と
。
チャーチストは政治的変革は社会改革の手段であり、政治的変革
は
階
級
闘
争
の
戦
場
を
通
じ
て
の
み
到
達
し
う
る
と
考
え
て
い
た
。
一
方
オ
ーエンの社会主義は、政治的変革に背を向け愛と正義による平和
的
な
社
会
改
革
に
よ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
と
い
て
い
た
。
こ
の
チ
ャ
ー
チ
ズ
ム
の階級闘争を基調としたすぐれて政治的な性格と、オーエン的社
会主義の平和的社会改革をめざして空想的性格とは常に相反擁し
ていた。又背反のもう一つの原因は、機械と工場制度に対する態
度の中にあった。オーエンがすべて機械と工場制度をその出発点
と
し
て
う
け
い
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
は
機
械
に
対
す
る
憎
悪
を
ぬ
ぽ
い
さ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
革
命に対して、その社会的意義を正しく把握し、又オーエンの社会
〔〃）
主義の空想的性格を鋭く衝いていた『チャーチスト教師』オブラ
イ
エ
ン
で
す
ら
、
そ
う
で
あ
っ
た
。
！
「私は諸君の圧迫者が諸君を耕作農民から工場労働者に変じた
制度を非難する実際またそれが諸君によって非難されることを
希望する。私は農業に対する‐業の優勢を作り出し、権力を貨
幣貴族の成り上り者に移した制度の敵であり、諸君を生れ故郷
から追い出し、そして中世紀の貴族が諸君の祖先に対してなし〔＄）
たと同じように彼等の私慾の奴隷たらしめた制度匝敵である』：
(１５１） 
｡ 
労働者党の結成
●吟」。‐
では、どうすればよいのか。ノーザン・スターはいう。
『各人が頭の上に尾根を有し、彼の食物置場を、一片の土地
を、穀倉を、燵石銃を所有しているなら、外国の敵も、国内の
暴君・も敢て住居に侵入したり自由人たるの権利を侵害しないで
〔、〕
あ
ろ
う
』
と
。
オーエンの社会主義がその空想的性格の故に現実には役立たない
としたら、機械と工場を＆〉たらした資本主義制度を変革して、到
達しようとする目標は、それを過去のありしよき日に求めざるを
え
な
か
っ
た
。
オ
コ
ン
ナ
ー
の
土
地
計
画
は
こ
う
し
た
チ
ャ
ー
チ
ズ
ム
の
一傾向を最・もよく再現したＪものであった。
だが、このような混乱した思想と政策をうみながら瓜）、急進主
義を旗印としたチキーチズムは次第に本来の社会的性格を現して
いった。チャーチズムの大衆的基礎をなした北部の工場労働者の
運動は、『ナイフとフォークの問題』から出発したのである。ス
テ
ィ
ー
プ
ン
ス
の
『憲章とは即ち、よい住宅、よい飲食物、よいくらし、みぢか
〔ｍ〕
い労働時間のことである」
といった言葉は、最ｑもよく労働者の要求を表現していた。この傾
向は、工場労働者が運動の指導権を握るにつれて、次第に明らか
になった。一八四二年の一一一百万以上の署名をえた請願書および一
八四八年の請願書は、六鈎条の政治的要求だけではなくて、労働
時間の制限賃、金の増額、経済的独占の廃止等の社会的経済的要
求を含んでいた。エンゲルスは次のようにのべている。
『「ナイフとフォークの問題」は一八三八年にはチャーチスト
の一部のものにとってだけ真理であったが一八四五年にはすべ
．
（
皿
〕
てのチャーチストにとって真理である』と。
そしてエンゲルスはチャーチスト運動のこの傾向の中に将来、社
会主義を自己のものとし、「真にイギリスの支配者となるべき労
働者階級』への期待をもち『真にプロレタリア的な社会主義はた
しかに、それも近い将来に、イギリス人民の発展史において重大
〔理〕
な役割をうけもつ』確信を抱いたのである。
オーエン的な空想的社会主義ではなくて、プロレタリア的な科
学的社会主義理論は、イギリスの労働運動を詳しく研究したエン
ゲルスと、すでに『独仏年誌』に史的唯物論の見解を発表してい
たマルクスとによって、その基礎を据えた。それは一八四八年に
は『共産党宣言』となって発表された。この間チャーチスト・
ハーーーー、ジ国１ンズは密接にマルクス・エンゲルスと連絡をと
りつつ、イギリスの労働運動に社会主義理論を結合させるために
努力した。しかし、大陸では社会主義が着実に発展している時
に、イギリスでは、労働者階級は組合主義のわくの中で、より多
くの利潤の分前を主張し、政治的には犬自由党の後につき従っ
た。イギリスの労働者階級がチャーチズムの革命的伝統をとりも
どし、社会主義を自己のものとするためには、イギリス資本の工
一（１５２）一
［…_l～沖I
鯛鞭辮 蝋蕊 YriJ鱗舟簿ノロ辞Ⅱ」
‘ 
■ 
労働者党の結・戒
業における独占が崩壊する八十年代をまたねばならなかったので
ある。（１）の。ロロロ因。ご『①すロ○℃・臼〔・》ご・・⑪国・
少・国鳥（》○℃・凰斤・》ロ・日．
（２）言肖Ｘご己閉【呂冒］》の．賎②
（３）句・君・の』○ｍｍ○Ｐｂのｏ］旨の。【晉のｏ冨昌の芹言。「の曰の昌・
ロ・博山伊
（４）．宛。【彦の厨ご》○℃。◎岸。こめの。『の１１『①。ｌ
（５）ドーチェスター事件の青年指導者へ前号七一頁参照
（６）．の・脚ロロ国・二言のずワ・○℃。◎牌。。□博『⑨！
（７）の．○。］の四国ロ毎国］の。Ｐ○℃◎岸・やごロ・“皀ｌ竃四・’
（８）ｚ自昏の日の国『・缶骨巨頗目Ｐ】麗凹・
（富・因。『の二》目冨の冨三の芹昌・『の曰の員》』筐の》ｐ］＄）
（ｏ》）ご「の己弓』○℃。○岸・可ロ・樟「⑦。
（ｍ）弓昼。ご句・牌『の。
（ｕ）三○耳彦の目印富『・陸■ぬ房庁匿寧屋念。（この己ｐ○℃。ｎ房．》
・ロ・博『『）・
（⑫）マルクニ・ニンゲレス全集（改造社版）第二巻一一一六○頁・
（週）（辿）ｚ○号の日の目『》ぬの頁①ロ］ロの尉邉ご畠鵠・
力１ガレム１．アにおけるスディ１プンスの演説より
（巧）月。『回すののど○℃・凰庁・マロ・四国①。
（お）近世西洋労働運動史（叢丈閣版）六八頁
（万）オプライニンは、革命的チャーチ〒卜議会の計画を発表
したり、又歴史の発展や階級闘争についても部分的にはすぐ
れた見解をもっていた。チャ１テストの中で最もすぐれた理
論家の一人であった。これについては吹の藷論文参照
さて、私は以上の叙述によって、イギリスの労働者階級が、い
かにして階級として結成され、その独自の労働者党をうちたてた
か、又その党は階級闘争の戦場でどんな役割を果したかを考察し
て来た。このような観点からは矢ヤーチズムが、単なる早熟な議
会改革運動であるとか『徒らに社会不安の醸成に役立つだけに終
（１） 
った』運動であるといった見解は否定されるであろう。チャーチ
ズムの党はたしか煙未成熟な不完全なものであった□組織的に
は雑多な労働者階級の要素を統一できず、工場の経営や農村の中
に根を下すことができなかった。思想的には一貫したものをもた
ず、又不統一と分裂は甚しかった。戦術の上でも請願、ゼネスト
田○三○口旨の円巨ご》言ミヨ》乞い『（言・円１ｍｇ・昌・・弓・】臼
１１梯＠口）
、Ｚｇ】ｏロロ］用の［。ｎ日の、四口旦言四ｐＨご『の①【］］罰の『一国弓ご］四口匡四『］
②Ｐ岳亀．（三○月】の。。ご・○岸．ご己．＄◎）
（旧）ｚＰ蔑○ロロ］幻の【目日の円四目皀言四目隅ご『の①丙匂内の菖囚弓。］囚０
口自国円昌『ご凶、吟『。（宛。〔ずの芹の目〕○℃。◎岸・】の。、ヨ）
（岨）三○Ｈ号のＨｐの国円）］巳］画Ｐ］⑭四℃．（内○昼の訂冒》。□・ロ【・苞
の・団『・）
（別）ご房ＨＨ向目的の一の○口国風冒冒》壱・国①⑪。スレィープンスの
言葉。
（皿）吾屋。。□・口『。。
、
五
、
む
す
び
一（１５３）－
'1 
！ 
労働者党の結~戎
武装蜂起、議会闘争などをうみだしながら、それらは統一的に運用
されず、かえって力の分散と不統一を激化させてしまったｂしか
し、こうした未熟さは労働者階級の若さの反映であった。当時の
労働者階級は、自分自身の階級的地位の自覚には達していた。，し
かし『他のそれぞれの社会階級の知的、精神的、政治的生活の一
切の現れ』『また住民のすべての階級、層、集団の活動と生活の
（
２
）
．
、
すべての側面』について理解し、支配階級を打倒する階級闘争の
戦略と戦術を認識するには至っていなかった。又、本質的には社
会的変革をめざしたチャーチズムにあっては社会主義への指向を
もちながらも、それは労働者階級の政治闘争の目標とはなりえな
かった。こういった意味でチャーチズムの党は労働者党ではあっ
たが、．それは社会主義的労働者党ということはできない。労働者
階級が真に自己の解放をかちとるためには、資本主義の賃金奴隷
制を打倒し、社会主義を建設する以外にはありえない。又社会主
義の理論は労働者階級の運動と結合しないかぎり一つの力とはな
りえない。マルクス主義の党はこの両者を結合した科学的社会主
義の理論によって武装された労働者階級の党である。チャーチズ
ムの党は、とのよう左党ではなかった。それはイギリスの労働者
階級が長い苦難な闘いを通じて作りあげた自然発生的な階級政党
であった。だがこの歴史的経験を通じてはじめて、マルクス・エ
ンゲルスによって、科学的社会主義の理論が完成され、その党の
基礎が据えられたのであった。この時以来か全世界の労働者階級
は一歩一歩社会主義をわがものとし、その政治的勝利をかちとっ
ていったのである。今日すでに、社会主義制度は地球の三分の一
を被わんとしている。チキーチズムは、いはぱ、このような全
世界の労働者階級の革命運動の先駆的な地位をしめるものであつ‐
た。（
１
）
小
松
芳
喬
英
国
産
業
革
命
史
二
四
二
頁
（２）国。国・閨の西国国弓・血の『やＱ⑭雷父
§前号の論文の正誤表を左に掲げよう。
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